
高
度
成
長
期
の
自
治
体
と
計
画

友
納
県
政
期
（
一
九
六
三
年
四
月
〜
一
九
七
五
年
四
月
）
の
千
葉
県
の
場
合

宮

崎

隆

次

は
じ
め
に

友
納
武
人
は
、
一
九
六
三
年
四
月
か
ら
一
九
七
五
年
四
月
ま
で
三
期
一
二
年
間
に
わ
た
っ
て
千
葉
県
知
事
を
勤
め
た
が
、「
開
発

大
明
神
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
や
そ
こ
へ
の
大
工
場
誘
致
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
回
想
さ
れ
（
１
）
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
柴
田
等
知
事
時
代
に
決
定
さ
れ
（
２
）
た
も
の
で
あ
り
、
友
納
は
こ
の
時
、
副

知
事
と
し
て
そ
の
実
現
の
た
め
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
知
事
時

代
に
持
ち
込
む
の
は
必
ず
し
も
適
切
で
な
い
。

高
度
経
済
成
長
期
の
中
後
期
に
あ
た
る
友
納
県
政
の
課
題
は
、
第
一
に
一
九
五
〇
年
代
か
ら
の
産
業
高
度
化
（
工
業
化
、
農
業
等

の
効
率
化
）
路
線
の
継
続
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
第
二
に
工
業
立
地
の
不
均
等
が
も
た
ら
す
地
域
間
格
差
と
産
業
間
所

得
格
差
の
是
正
で
あ
り
、
第
三
に
東
京
隣
接
区
域
に
お
け
る
急
激
な
人
口
増
加＝

都
市
（
ス
プ
ロ
ー
ル
）
化
へ
の
対
応
で
あ
り
、
第

四
に
鉄
道
、
道
路
、
緑
地
帯
等
の
社
会
資
本
の
整
備
で
あ
っ
た
。
少
し
後
に
は
、
第
五
と
し
て
工
業
化
に
伴
う
環
境
破
壊
（
公
害
）

論

説
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対
策
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
の
課
題
に
対
処
す
る
に
は
、
千
葉
県
の
権
限
と
財
政
力
は
あ
ま
り
に
も
小
さ
か
っ
た
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
、
第
一
に
権
限
の
及
ぶ
範
囲
で
の
民
間
資
本
の
活
用
で
あ
っ
た
。
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
へ
の
進
出
企
業

に
対
し
県
は
、
埋
立
造
成
費
、
漁
業
補
償
費
等
を
土
地
分
譲
代
金
と
し
て
一
部
予
納
さ
せ
た
（
後
で
精
算
）
の
に
加
え
、
一
九
六
一

年
か
ら
は
公
共
緑
地
な
ど
背
後
地
域
整
備
の
費
用
を
「
付
帯
施
設
整
備
費
負
担
金
」
と
し
て
、
臨
海
鉄
道
、
産
業
道
路
、
文
教
施
設
、

上
下
水
道
な
ど
の
費
用
を
「
工
業
地
帯
整
備
費
負
担
金
」
と
し
て
、
寄
付
金
の
形
で
徴
収
し
（
３
）
た
。
こ
れ
は
、
県
や
国
が
実
施
す
べ
き

公
共
事
業
の
費
用
を
進
出
企
業
に
転
嫁
す
る
も
の
で
あ
っ
（
４
）
た
。
こ
の
手
法
は
千
葉
方
式
と
呼
ば
れ
、
柴
田
も
友
納
も
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
含
む
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
を
県
や
国
の
金
を
事
実
上
使
わ
ず
に
実
現
し
た
こ
と
を
、
大
い
に
誇
っ
て
い
（
５
）
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
企
業
側
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
臨
海
部
進
出
を
希
望
す
る
企
業
が
多
い
、
い
わ
ば
売
り
手
市
場
だ
っ
た
か
ら
で
あ
っ

て
、
同
じ
こ
と
が
内
陸
部
の
工
業
用
地
開
発
や
社
会
資
本
整
備
に
通
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
起
債
に
厳
し
い
制
限
の
あ
っ
た
千
葉

県
で
は
、
金
融
機
関
の
融
資
（
縁
故
債
）
の
受
け
皿
に
す
る
た
め
、
千
葉
県
開
発
公
（
６
）
社
な
ど
特
殊
法
人
を
設
立
し
た
り
、
現
業
部
署

を
公
営
企
業
化
（
開
発
局
な
ど
↓
一
九
七
〇
年
四
月
よ
り
開
発
庁
、
一
九
七
四
年
四
月
よ
り
企
業
（
７
）

庁
）
し
た
り
し
て
資
金
調
達
を
図
っ
た
。

資
金
調
達
自
体
は
、
県
の
事
実
上
の
債
務
保
証
に
よ
り
、
限
度
は
あ
っ
て
も
困
難
で
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
事
業
が
順

調
に
進
ま
な
い
場
合
、
金
利
負
担
等
が
県
財
政
の
重
荷
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
県
は
、
第
二
に
中
央
政
府
の
施
策
を

県
自
身
の
政
策
目
的
の
た
め
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
一
方
で
、
第
三
に
限
ら
れ
た
県
予
算
を
効
率
的
に
使
用
す
る
た
め
、
数
年
間
に

わ
た
る
総
合
計
画
を
立
て
る
こ
と
と
し
た
。

友
納
県
政
期
一
二
年
間
に
は
、
表
�
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
四
つ
の
五
か
年
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
最
終
年
度
な
い
し
目
標
年
度
を

待
た
ず
に
次
の
五
か
年
計
画
が
策
定
さ
れ
た
の
は
、
人
口
増
加
や
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
計
画
の
前
提
が
狂
っ
た
こ
と
、
あ
る
い

は
計
画
が
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
事
態
が
生
じ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
計
画
の
策
定
と
そ
の
改
訂
を
検
討
す

《論 説》
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表�

千葉県総合５か年計画（’６４年７月）

主題 格差の是正
初年度 ’６４年
最終年度 ’６８年
目標年度 ’７０年

目次
第１部 総論 略
第２部 各論
第１章 農林水産業の近代化
第１節 農林業の近代化
第２節 水産業の近代化
第２章 中小企業の近代化
第１節 課題と重点施策の方向
第２節 重点施策
第３章 産業構造の高度化
第１節 臨海工業地帯の造成
第２節 内陸工業地帯の造成
第４章 公共施設の整備
第５章 社会福祉と保健医療の拡充および生活

環境施設の整備
第１節 課題と重点施策の方向
第２節 重点施策
第６章 教育の拡充

略

第２次総合５か年計画（’６７年２月）

主題 調和ある発展
初年度 ’６６年
目標年度 ’７０年

目次
第１部 総論 略
第２部 各論
第１章 産業の振興
第１節 農林業の振興
第２節 水産業の振興
第３節 観光の振興
第４節 中小企業の振興
第５節 工業開発の推進
第６節 労働力の確保
第２章 交通体系の整備・強化
第１節 道路網の整備
第２節 鉄道網の整備
第３節 港湾の整備
第４節 交通安全体制の整備
第３章 社会開発の推進
第１節 都市の整備と住宅の建設
第２節 生活環境の整備

（４．が公害の防止）
第３節 保健医療の充実
第４節 社会福祉の増進
第４章 教育文化の振興と青少年の健全育成

略
第５章 新国際空港の建設と北総開発

第３次総合５か年計画（’７０年６月）

主題 量的発展から質的充実へ
初年度 ’７０年
目標年度 ’７４年

目次
第１部 総論 略
第２部 計画
� 新しい時代のための基盤整備
第１章 道路の整備
２ 鉄道網の整備
３ 港湾の整備
４ 土地利用の合理化
５ 水資源の確保
６ 自然の保護と県土の保全

� 均衡と調和のとれた経済開発
第１章 農林業の近代化
２ 水産業の近代化
３ 工業開発の推進
４ 商業の振興
５ 観光の振興
６ 労働力の有効活用と福祉の向上

� 人間尊重のもとに進める社会開発
第１章 新しい都市の建設
２ 住宅の整備
３ 生活環境の整備
４ 公害の防止
５ 交通安全の確保と消防・保安の充実
６ 消費者対策の推進
７ 社会福祉の充実
８ 保健衛生の向上

� 未来にこたえ未来をつくる人間開発
略

第４次総合５か年計画（’７３年６月）

主題 環境の保全と暮しの向上
初年度 ’７３年
目標年度 ’７７年

目次
第１編 総論 略
第２編 計画
第１部 環境の保全と整備

―恵まれた環境を造るために―
第１章 自然の保護と県土の保全
第２章 生活環境の整備
第３章 文化環境の整備
第２部 県民生活の充実

―明るい暮しを守るために―
第１章 健康の確保
第２章 福祉の充実
第３章 生活の保全
第４章 公害の防止
第３部 地域基盤の整備

―充実した地域の基礎を築くために―
第１章 交通体系の整備
第２章 都市基盤の整備
第３章 観光レクリエーション地域の整備
第４章 水資源の確保
第４部 産業の振興

―豊かな暮しの基礎を作るために―
第１章 農林業の振興
第２章 水産業の振興
第３章 商工業の振興
第４章 勤労者福祉の充実と労働力の確保
第５部 教育の拡充

―健やかな次代を開くために―
略

各次「総合５か年計画」より作成

高度成長期の自治体と計画
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る
こ
と
に
よ
り
、
友
納
県
政
期
の
前
記
課
題
へ
の
対
応
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
計
画
は
中
央
政
府
の
国
土
計
画
等
を
上
位
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
矛
盾
を
避
け
、
む
し
ろ

そ
れ
ら
に
便
乗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
央
か
ら
公
共
事
業
や
、
県
独
自
事
業
に
対
す
る
補
助
金
・
低
利
資
金
融
資
を
引
き
出
そ
う

と
し
て
い
た
。
友
納
県
政
が
中
央
政
府
の
諸
施
策
に
敏
感
で
あ
っ
た
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
、
県
議
会
議
員
定
数
の
三
分
の
二
近
く

を
自
民
党
が
占
め
る
「
保
守
王
国
」
千
葉
県
の
保
守
県
政
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
対
応
が
常
に
中
央
の
従
属
変
数
と
は
限
ら
な
い
。
県

に
は
県
自
体
の
政
策
が
あ
り
、
ま
た
、
中
央
の
特
定
の
施
策
に
対
し
大
規
模
な
反
対
運
動
が
起
こ
る
場
合
に
は
、
中
央
の
代
弁
を
す

る
だ
け
で
は
す
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
計
画
の
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
千
葉
県
政
と
い
う
狭
い
窓
か
ら
で
は
あ
る
が
、

中
央
の
政
治
行
政
を
逆
照
射
す
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
以
上
の
観
点
か
ら
友
納
県
政
期
の
諸
計
画
、
そ
の
背
景
と
結
果
、
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
、
臨
海
開
発
方
針
の
決
定
と
千
葉
県
総
合
五
か
年
計
画

最
初
の
千
葉
県
総
合
五
か
年
計
画
は
一
九
六
四
年
七
月
、
つ
ま
り
前
年
四
月
に
友
納
が
千
葉
県
知
事
に
初
当
選
し
て
か
ら
一
年

数
ヵ
月
後
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
「
ま
え
が
き
」
に
友
納
は
、「
計
画
は
、
先
に
策
定
を
み
た
千
葉
県
長
期
計
画
を
具
体
化
…
…
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
産
業
間
の
所
得
格
差
を
是
正
し
…
…
県
行
政
の
均
衡
あ
る
発
展
を
は
か
ろ

う
と
す
る
も
の
」
と
記
し
（
８
）
た
。
こ
こ
で
「
先
に
策
定
を
み
た
千
葉
県
長
期
計
画
」
と
は
、
柴
田
等
知
事
に
よ
っ
て
一
九
六
二
年
五
月

に
発
表
さ
れ
た
、
一
九
六
〇
年
を
基
準
年
度
と
し
一
九
八
五
年
を
目
標
年
度
と
す
る
二
五
か
年
計
画
で
あ
り
、
臨
海
埋
立
三
、
四
〇

〇
万
坪
（
一
一
、
二
四
〇
ha
）、
内
陸
工
業
用
地
造
成
一
、
〇
〇
〇
万
坪
（
三
、
三
〇
五
ha
）、
自
立
経
営
農
家
の
育
成
（
農
工
両
全
）、

な
ど
を
政
策
目
標
と
す
る
長
期
計
（
９
）
画
の
こ
と
で
あ
る
。

《論 説》
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友
納
が
最
初
の
五
か
年
計
画
で
、
わ
ざ
わ
ざ
千
葉
県
長
期
計
画
を
引
照
し
た
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
一
九
六
二
年
一
〇
月

の
知
事
選
挙
に
ま
で
遡
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
選
挙
は
、
実
質
的
に
自
民
党
公
認
の
財
界
人
（
前
日
本
住
宅
公
団
総
裁
）
加

納
久
朗
と
、
自
民
党
を
脱
党
し
た
県
議
一
八
名
（
県
政
擁
護
同
志
会
）
に
擁
立
さ
れ
た
無
所
属
の
柴
田
前
知
事
と
の
一
騎
打
ち
と

な
っ
た
。
選
挙
戦
で
は
、
加
納
が
県
勢
発
展
の
基
盤
つ
ま
り
「
道
路
、
水
、
住
宅
」
の
整
備
を
公
約
と
し
て
強
（
１０
）

調
し
、
柴
田
は
知
事

三
期
の
実
績
、
特
に
財
政
力
の
伸
び
を
誇
っ
て
、
今
後
の
飛
躍
を
約
束
し
（
１１
）
た
。

し
か
し
、
両
者
の
最
も
大
き
な
政
策
的
相
違
は
、
争
点
と
し
て
必
ず
し
も
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
東
京
湾
埋
立
の
規
模
と
手
法

と
速
度
に
あ
っ
た
。
加
納
は
、「
電
力
の
鬼
」
と
い
わ
れ
た
松
永
安
左
エ
門
の
主
催
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
産
業
計
画
会
議
」
の
東

京
湾
問
題
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
一
九
五
九
年
七
月
に
『
ネ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
・
プ
ラ
ン
』
を
ま
と
め
た
。
東
京
湾
の
陸
地
近
接

部
を
ほ
ぼ
馬
蹄
形
に
一
億
二
、
〇
〇
〇
万
坪
、
次
に
湾
内
中
央
部
六
、
〇
〇
〇
万
坪
、
合
計
一
億
八
、
〇
〇
〇
万
坪
を
埋
め
立
て
、

東
京
湾
横
断
道
路
・
鉄
道
（
横
須
賀
―
富
津
間
、
川
崎
―
木
更
津
間
）、
東
京
湾
一
周
道
路
を
建
設
し
て
、
住
宅
問
題
・
交
通
問
題
な

ど
都
市
問
題
を
解
決
し
、
将
来
の
産
業
発
展
に
備
え
よ
う
と
い
う
構
（
１２
）
想
で
あ
る
。
今
日
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
の
配

慮
が
完
全
に
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
東
京
湾
問
題
委
員
会
の
委
員
の
一
人
が
藤
田
観
光
�
社
長
小
川
栄
一
で

あ
っ
た
。

小
川
は
国
土
総
合
開
発
�
を
設
立
、
自
ら
社
長
と
な
っ
て
埋
立＝

大
規
模
臨
海
工
業
地
帯
建
設
事
業
に
乗
り
出
し
た
。
彼
は
木
更

津
以
南
富
津
岬
一
帯
が
重
化
学
工
業
の
適
地
で
あ
る
と
知
り
、
富
津
岬
を
中
心
に
七
、
〇
〇
〇
ha
を
一
手
に
埋
め
立
て
る
計
画
（
小

川
構
想
）
を
発
表
、
同
時
に
池
田
勇
人
首
相
を
説
い
て
、
一
九
六
一
年
七
月
一
八
日
、
計
画
が
「
極
め
て
妥
当
な
考
え
」
で
あ
り
政

府
は
こ
れ
に
協
力
す
る
方
針
を
と
る
べ
き
旨
の
閣
議
了
承
を
得
（
１３
）
た
。
こ
の
閣
議
了
承
を
「
錦
の
御
旗
」
に
、
小
川
は
当
該
公
有
水
面

の
埋
立
権
付
与
を
県
に
迫
り
、
自
民
党
副
総
裁
大
野
伴
睦
や
県
選
出
有
力
代
議
士
川
島
正
次
郎
ら
は
こ
れ
を
支
援
し
（
１４
）
た
の
で
あ
る
。

高度成長期の自治体と計画
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し
か
し
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
県
の
方
針
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
県
は
、
�
全
体
の
施
設
計
画
を
個
々
の
企
業
が
合
理
的
に

進
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
�
埋
立
免
許
権
を
取
得
し
実
際
に
埋
立
し
な
い
事
業
者
が
で
て
は
埋
立
権
が
利
権
化
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
、
�
漁
業
補
償
な
ど
は
公
共
的
な
立
場
か
ら
漁
民
と
折
衝
し
た
方
が
ま
と
ま
り
や
す
い
、
な
ど
の
理
（
１５
）
由
か
ら
、
県
自
ら
が
埋

立
権
を
取
得
し
計
画
的
に
埋
立
地
を
造
成
す
る
と
い
う
方
針
を
立
て
て
い
た
。
ま
た
、
小
川
構
想
ほ
ど
の
大
規
模
な
計
画
の
実
現
性

を
疑
う
声
も
あ
り
、
県
は
小
川
へ
の
埋
立
権
付
与
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
柴
田
の
長
期
計
画
で
は
、
一
九
七
五
年
を
臨
海
・
内
陸
の

工
業
地
帯
造
成
の
目
標
年
度
と
し
、
そ
こ
に
工
場
が
建
設
さ
れ
完
全
操
業
に
至
る
の
は
一
九
八
五
年
と
予
想
し
て
、
着
実
に
事
業
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
（
１６
）
た
。

こ
れ
に
対
し
加
納
は
、
千
葉
県
だ
け
を
考
え
ず
広
域
的
に
東
京
湾
開
発
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
、
工
業
用
地
・
港
湾
を
造

成
し
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
可
能
な
限
り
早
め
る
た
め
、
外
資
導
入
や
大
規
模
民
間
資
本
導
入
も
た
め
ら
う
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い

（
１７
）
た
。一

九
六
二
年
知
事
選
挙
の
結
果
は
、
加
納
が
柴
田
に
五
万
票
余
の
差
を
つ
け
て
当
選
し
た
。
当
選
後
の
初
県
議
会
で
加
納
は
一
一

月
一
〇
日
、
小
川
構
想
に
関
し
「
非
常
に
大
き
な
立
派
な
案
で
あ
る
…
…
千
葉
県
に
た
く
さ
ん
の
金
を
落
と
す
た
め
の
仕
事
を
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
歓
迎
の
意
を
表
明
し
（
１８
）
た
が
、
県
幹
部
に
埋
立
権
民
間
付
与
へ
の
警
戒
心
が
強
い
こ
と
を
知
（
１９
）
り
、
一
二
日
、
先
の
発

言
は
埋
立
権
の
問
題
に
ま
で
立
ち
入
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
軌
道
修
正
し
（
２０
）
た
。
し
か
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
開
発
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
べ
し
と
の
信
念
は
揺
る
が
ず
、
一
二
月
一
日
総
務
部
審
議
室
を
中
心
に
開
発
計
画
基
本
構
想
の
取
り
ま
と
め

を
命
じ
（
２１
）
た
。
三
都
県
知
事
、
横
浜
市
長
、
各
地
域
経
済
界
代
表
者
、
各
種
団
体
代
表
者
な
ど
が
参
加
す
る
東
京
湾
総
合
開
発
協
議
（
２２
）
会

の
創
立
総
会
（
一
九
六
二
年
一
二
月
二
五
日
）
に
間
に
合
わ
せ
、
千
葉
県
の
開
発
構
想
を
、
協
議
会
が
作
る
べ
き
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

中
核
と
す
る
た
（
２３
）
め
で
あ
る
。

《論 説》
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二
五
日
に
加
納
知
事
が
発
表
し
た
県
総
合
開
発
基
本
構
想
は
、
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
に
限
っ
て
千
葉
県
長
期
計
画
と
比
較
す
れ
ば

（
表
�
参
照
）、
葛
南
地
区
の
埋
立
を
縮
小
し
、
か
つ
工
業
用
地
を
九
割
か
ら
一
割
強
に
し
て
、
残
り
は
住
宅
地
、
緑
地
、
公
共
用

地
と
す
る
、
木
更
津
地
区
の
埋
立
を
倍
以
上
に
拡
張
し
、
木
更
津
を
開
発
拠
点
に
す
る
、
目
標
年
度
を
一
〇
年
間
短
縮
し
て
一
九
七

五
年
と
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
（
２４
）

た
。
葛
南
地
区
の
埋
立
縮
小
・
用
途
変
更
は
、
日
本
鋼
管
の
製
鉄
所
誘
致
が
白
紙
に
戻
っ
（
２５
）

た
こ

と
と
、
一
九
五
八
年
策
定
首
都
圏
基
本
計
画
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
構
想
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
り
、
木
更
津
地
区
の
拡
大
は
小
川
構

想
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
目
標
達
成
期
間
が
一
五
年
間
に
短
縮
さ
れ
た
の
は
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、『
ネ
オ

・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
・
プ
ラ
ン
』
が
馬
蹄
形
部
分
の
埋
立
は
一
五
年
間
で
完
了
す
（
２６
）
る
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
計
画
実
施
の
前
提
と
し
て
、
埋
立
免
許
に
関
し
何
ら
か
の
決
定
が
下
さ
れ
る
前
に
、
一
九
六
三
年
二
月
二
一
日
加
納
は
急
逝

し
た
。

加
納
の
死
に
よ
り
一
九
六
三
年
四
月
に
執
行
さ
れ
た
県
知
事
選
挙
で
、
自
民
党
公
認
候
補
友
納
武
人
（
前
第
一
副
知
事
）
は
「
加

納
県
政
の
継
承
」
を
標
榜
し
て
当
選
し
た
。
友
納
は
、
川
島
正
次
郎
直
系
の
渡
辺
一
太
郎
（
前
第
二
副
知
事
）
を
副
知
事
に
留
任
さ

せ
る
一
方
、
非
川
島
系
の
県
議
菅
野
儀
作
ら
の
支
援
を
受
け
て
開
発
体
制
の
整
備
を
は
か
っ
た
。
そ
の
数
か
月
後
、
臨
海
開
発
の
前

途
を
決
め
る
大
き
な
事
件
が
二
つ
起
こ
っ
た
。
第
一
は
、
千
葉
市
の
斡
旋
に
よ
り
市
漁
業
組
合
が
漁
業
権
放
棄
に
同
意
し
、
懸
案
で

あ
っ
た
出
洲
海
岸
地
先
（
千
葉
港
中
央
地
区
）
の
埋
立
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
国
土
総
合
開
発
�
か
ら
、
木
更
津

富
津
間
約
三
、
五
〇
〇
ha
の
埋
立
陳
情
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

出
洲
埋
立
は
四
九
五
ha
造
成
、
埋
立
事
業
費
だ
け
で
一
五
〇
億
円
、
付
帯
設
備
費
な
ど
を
入
れ
る
と
二
二
二
億
円
と
い
わ
れ
た
大

事
業
で
あ
り
、
実
際
に
は
六
一
二
ha
、
総
事
業
費
は
一
九
七
一
年
の
竣
工
ま
で
に
二
九
〇
億
円
が
支
出
さ
れ
た
。
千
葉
県
に
資
金
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
千
葉
方
式
、
つ
ま
り
進
出
企
業
の
予
納
金
を
漁
業
補
償
、
土
地
造
成
費
に
あ
て
る
方
法
は
、
不
景
気
に
よ
り
予

高度成長期の自治体と計画
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納
金
が
入
ら
ず
、
県
自
身
が
一
時
借
入
金
で
し
の
が
ね
ば
な
ら
な
い
状
態
で
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、「
港
湾
用
地
」「
官

庁
」
な
ど
公
共
用
地
が
必
要
な
た
め
、
三
割
程
度
の
減
歩
率
が
予
想
さ
れ
る
（
実
際
は
二
六
％
）
悪
条
件
も
あ
っ
（
２７
）
た
。

そ
こ
で
友
納
は
、
自
ら
三
井
不
動
産
�
に
出
向
き
、
旧
知
の
江
戸
英
雄
社
長
に
協
力
を
依
頼
し
た
。
県
と
三
井
不
動
産
が
一
対
二

の
割
合
で
行
う
共
同
事
業
と
し
、
�
埋
立
権
は
県
が
取
得
、
�
総
事
業
費
の
三
分
の
一
を
県
が
、
三
分
の
二
を
三
井
が
負
担
、
�
造

成
地
の
う
ち
公
共
用
地
を
除
く
三
分
の
二
を
三
井
に
分
譲
、
三
分
の
一
を
県
が
保
有
、
�
三
井
に
分
譲
し
た
土
地
の
最
終
需
要
者
へ

の
売
り
渡
し
は
県
を
窓
口
と
し
て
県
の
条
件
に
従
う
、
と
い
う
新
方
式
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
江
戸
は
こ
れ
を
の
み
、
一
〇
月
九

日
に
出
洲
地
区
埋
立
開
発
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
こ
に
共
同
事
業
方
式
（
出
洲
方
式
）
と
い
う
新
た
な
開
発
方
法
が
生
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
（
２８
）
た
。

一
方
、
国
土
総
合
開
発
�
は
一
〇
月
一
日
付
の
渡
辺
副
知
事
宛
陳
情
（
２９
）
書
で
、
木
更
津
富
津
間
一
、
〇
六
〇
万
坪
（
約
三
、
五
〇
〇

ha
）
埋
立
計
画
を
、
九
月
県
議
会
に
緊
急
提
出
願
う
む
ね
申
し
出
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
木
更
津
の
重
要
工
業
地
帯
計
画
を
県
が
お

取
り
上
げ
に
な
る
こ
と
に
よ
り
建
設
省
は
（
富
津
〜
横
須
賀
間
の
横
断
架
橋
を
―
―
引
用
者
註
）
予
算
化
す
る
有
力
な
理
由
と
な
り
ま

す
の
で
、
…
…
是
非
緊
急
御
提
出
を
し
て
頂
き
た
く
、
社
長
の
小
川
と
し
て
も
、
…
…
予
算
化
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
傾
倒
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
」
と
、
中
央
へ
の
影
響
力
を
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
計
画
内
容
は
、
一
、
〇
六
〇
万
坪
の
う
ち
八
六
〇
万
坪
が
工

業
用
地
で
、
二
〇
〇
万
坪
を
道
路
・
貯
水
池
等
公
共
的
用
地
に
充
当
す
る
、
八
六
〇
万
坪
の
内
訳
は
八
幡
製
鉄
二
五
〇
万
坪
、
東
京

電
力
三
〇
万
坪
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
三
〇
〇
万
坪
、
国
土
総
合
開
発
二
八
〇
万
坪
（
分
譲
用
）
で
、
漁
業
補
償
費
を
含
む
一
切
の
費
用

を
国
土
総
合
開
発
�
が
負
担
、
そ
の
た
め
諸
銀
行
の
承
諾
を
得
て
い
る
が
、
分
譲
用
二
八
〇
万
坪
を
担
保
と
す
る
必
要
が
あ
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
県
の
費
用
負
担
は
な
い
が
持
ち
分
も
な
く
、
臨
海
工
業
地
帯
造
成
や
企
業
誘
致
に
県
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
利

く
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。

《論 説》
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九
月
県
議
会
で
は
友
納
が
三
〇
日
、
今
後
小
川
構
想
に
つ
い
て
は
渡
辺
副
知
事
を
委
員
長
と
し
て
検
討
す
る
旨
の
答
弁
を
（
３０
）

し
、
こ

の
埋
立
計
画
が
議
会
に
緊
急
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
一
月
二
八
日
友
納
は
、
県
総
合
開
発
審
議
会
に
「
木
更
津
南
部
地

区
造
成
計
画
」
の
取
扱
い
に
つ
き
諮
問
し
た
が
、
渡
辺
は
そ
の
答
申
を
待
た
ず
一
二
月
一
六
日
県
議
会
で
、
小
川
構
想
を
受
け
入
れ

た
場
合
は
と
し
て
、
�
埋
立
権
は
県
が
持
つ
、
�
資
金
は
す
べ
て
国
土
総
合
開
発
�
の
負
担
、
�
土
地
配
分
は
、
県
が
直
接
進
出
会

社
に
売
る
方
法
と
、
国
土
に
払
い
下
げ
て
国
土
が
進
出
会
社
に
売
る
方
法
が
あ
る
、
�
土
地
代
金
は
県
と
国
土
が
協
議
し
て
決
定
す

る
、
�
一
〇
年
で
一
、
〇
六
〇
万
坪
埋
立
の
予
定
だ
が
、
工
期
を
区
切
る
こ
と
も
検
討
す
る
、
な
ど
と
答
弁
し
（
３１
）
た
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
一

〇
月
一
日
陳
情
書
の
通
り
で
あ
り
、
最
後
に
付
け
加
わ
っ
た
工
期
分
割
（
細
切
れ
認
可
）
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
国
土
総
合
開
発
�
は

景
気
の
変
動
に
よ
り
柔
軟
に
対
応
で
き
、
さ
ら
に
有
利
で
あ
っ
た
。

翌
一
七
日
、
友
納
は
資
金
面
か
ら
小
川
構
想
の
全
面
受
入
は
困
難
、「
企
業
進
出
の
確
実
に
見
込
ま
れ
る
地
域
」
に
つ
い
て
は
受

入
を
検
討
し
た
い
と
述
べ
た
が
、
渡
辺
は
「
埋
め
立
て
も
計
画
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
公
共
投
資
の
面
で
不
合
理
が
出
て
く
る
」
と
し
、

「
公
共
的
立
場
か
ら
、
県
の
案
と
し
て
小
川
プ
ラ
ン
に
対
し
ま
し
て
斧
鉞
を
加
え
て
い
ろ
い
ろ
と
直
し
て
し
ま
っ
た
」
と
、
小
川
構

想
が
県
の
構
想
に
変
わ
っ
た
か
の
よ
う
な
答
弁
を
し
（
３２
）
た
。
正
副
知
事
の
意
見
の
不
一
致
が
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。

友
納
の
小
川
構
想
に
対
す
る
慎
重
な
姿
勢
は
、
彼
の
開
発
に
対
す
る
考
え
方
か
ら
来
て
お
り
、「
加
納
県
政
継
承
」
を
標
榜
し
て

当
選
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
加
納
と
相
当
異
な
っ
て
い
た
。
友
納
は
、
知
事
当
選
直
後
の
五
月
九
日
、
進
出
企
業
の
団
体
で
あ
る
京
葉

地
帯
経
済
協
議
（
３３
）
会
の
総
会
で
挨
拶
し
、
加
納
は
知
事
と
い
う
も
の
は
千
葉
県
を
「
こ
う
い
う
方
向
を
き
め
た
な
ら
ば
、
そ
の
方
向
に

も
っ
て
ゆ
け
る
の
だ
と
考
え
」
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
ろ
う
と
し
た
が
、
自
分
は
県
は
「
計
画
を
現
実
の
姿
に
す
る
調
整
機
関
」
と

考
え
て
い
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
発
展
の
「
推
計
数
字
を
過
去
の
統
計
か
ら
ま
と
め
」
た
「
千
葉
県
長
期
計
画
」
を
柴
田
前
知
事

が
作
っ
て
い
る
が
「
そ
の
線
に
そ
っ
た
県
の
行
政
を
や
っ
て
参
り
た
い
」
と
述
べ
て
い
（
３４
）
た
の
で
あ
る
。

高度成長期の自治体と計画
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小
川
構
想
を
め
ぐ
る
正
副

知
事
の
意
見
の
相
違
は
、
友

納
が
「
県
庁
を
統
一
あ
る
か

た
ち
に
す
る
た
め
に
」
と
の

名
目
（
３５
）
で
、
一
九
六
四
年
一
月

八
日
渡
辺
に
辞
任
を
求
め
た

こ
と
に
よ
り
決
着
し
た
（
一

三
日
辞
任
）。
二
月
二
五
日

に
は
、
木
更
津
南
部
開
発
に

関
す
る
県
総
合
開
発
審
議
会

の
、
大
規
模
開
発
の
必
要
は

認
め
る
が
、
設
備
投
資
引
き

締
め
基
調
の
現
在
、
確
実
性

の
強
い
範
囲
内
で
着
実
に
事

業
を
行
う
べ
き
、
と
の
答
（
３６
）
申

を
受
け
て
、
友
納
は
小
川
構

想
自
体
を
棚
上
げ
に
し
た
。

こ
う
し
て
木
更
津
南
部
を
中

表� 長期計画と臨海埋立造成

造成面積

土 地 利 用 単位

工業用地
公 共 ・

港湾用地
緑地住宅 ha

葛 南 地 区
長期計画 ４，０８３ ３，２９０ ― ６９３

加納構想 ３，３０５ ３５３ ４７３ ２，４７９

千 葉 地 区
長期計画 ４，２６１ ３，０９３ ― １，１６８

加納構想 ４，２６７ ２，３９６ ８１６ １，０５５

木更津地区
長期計画 ２，９７０ ２，９７０ ― ―

加納構想 ６，１１５ ４，８００ ６６４ ６５１

計
長期計画 １１，３１４ ９，４５３ ― １，８６１

加納構想 １３，６８７ ７，５４９ １，９５３ ４，１８５

『千葉県長期計画書』（千葉県、１９６２年）７０頁、『京葉臨海工業地帯の歩み 第一編 総論』
（千葉県、１９６８年）９１頁より

造成

面積

土 地 利 用 単位

工業用地 港湾用地 業務用地 緑地 ha

葛 南 地 区

地域計画

３，３５０ １，２７６ ３４１ ６７０ １，０６３

千 葉 地 区 ４，９５０ ３，４６５ ３６３ ６４３ ４７９

木更津地区 ４，９５０ ３，３９９ １３２ ９４１ ４７８

計 １３，２５０ ８，１４０ ８３６ ２，２５３ ２，０２１

『千葉県地域計画』（千葉県、１９６５年）９３、１７２、２６０頁より

《論 説》
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心
に
臨
海
開
発
を
一
気
に
進
め
る
方
針
は
破

棄
さ
れ
、
臨
海
部
埋
立
造
成
は
需
要
に
応
じ

着
実
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

千
葉
県
総
合
五
か
年
計
画
が
、
柴
田
の
長

期
計
画
の
継
承
を
明
示
す
る
も
の
と
な
っ
た

の
は
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
が
、
そ
れ
は

一
九
六
五
年
一
一
月
に
発
表
さ
れ
た
千
葉
県

地
域
計
画
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
地
域
計
画
は

策
定
の
意
義
を
「
千
葉
県
長
期
計
画
の
趣
旨

を
受
け
て
、
県
内
各
地
域
別
に
、
そ
の
地
域

の
現
況
に
立
脚
し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
未
来
像
を
描
き
…
…
」
と
述
（
３７
）
べ
、
基

準
年
度
一
九
六
〇
年
、
目
標
年
度
一
九
八
五

年
、
地
域
の
七
区
分
も
、
長
期
計
画
を
そ
の

ま
ま
引
き
継
い
で
い
た
。

両
計
画
が
、
産
業
間
所
得
格
差
や
地
域
格

差
の
是
正
を
課
題
と
し
て
い
る
点
も
、
長
期

計
画
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
急
激
な

表� 長期計画と内陸工業開発
千葉県長期計画・’６２年

地域名 東葛 葛南 千葉 君津 安房夷隅 九十九里 大利根 計 単位

開発目標 ５９４ ３９６ ８２５ ７４２ １６５ ３３０ ２４８ ３，３００ ha

構 成 比 １８ １２ ２５ ２２ ５ １０ ８ １００ ％

加納構想・’６３年

地域名
野田・

柏

佐倉・

成田
大利根

九十九

里

茂原・

東金
千葉

木更津・

君津

安房・

夷隅
計 単位

開発目標 ９４５ ９０５ １４５ ９３５ ４９９ ２，５８８ ４６９ ２０８ ６，６９４ ha

構 成 比 １４．１ １３．５ ２．２ １４．０ ７．５ ３８．６ ７．０ ３．１ １００ ％

千葉県地域計画・’６５年

地域名 東葛 葛南 千葉 君津 安房夷隅 九十九里 大利根 計 単位

開発目標 ９９０ ４９５ １，３２０ ６６０ ２６４ ６６０ ５６１ ４，９５０ ha

構 成 比 ２０ １０ ２６．７ １３．３ ５．３ １３．３ １１．３ １００ ％

『内陸工業開発の歩み』（千葉県、１９７１年）２１、２２頁、『京葉臨海工業地帯の歩み 第一編
総論』９１頁より
東葛（野田市、柏市、松戸市、浦安町を除く東葛郡）
葛南（市川市、船橋市、習志野市、浦安町）
千葉（千葉市、佐倉市、市原市、千葉郡、市原郡、四街道町）
君津（木更津市、君津郡）
安房・夷隅（館山市、勝浦市、安房郡、夷隅郡）
九十九里（銚子市、旭市、八日市場市、東金市、茂原市、長生郡、匝瑳郡、海上郡、山武郡）
大利根（佐原市、成田市、香取郡、四街道町を除く印旛郡）

高度成長期の自治体と計画
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経
済
発
展
に
よ
っ
て
格
差
が
現
実
の
も
の
に
な
っ
た
だ
け
に
、
友
納
の
計
画
の
方
が
危
機
意
識
が
強
い
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

五
か
年
計
画
は
「
本
県
の
産
業
構
造
が
高
度
化
す
る
に
つ
れ
て
第
一
次
産
業
と
第
二
次
、
第
三
次
産
業
間
の
格
差
と
い
う
こ
の
悩
み

は
、
一
段
と
大
き
く
、
か
つ
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
感
が
あ
る
」
と
述
べ
、
対
策
と
し
て
「
第
一
次
産
業
就
業
者
一
人
当
り
生
産
性
増

加
率
を
第
二
次
お
よ
び
第
三
次
産
業
就
業
者
の
そ
れ
よ
り
高
く
す
る
こ
と
」
を
目
標
と
し
（
３８
）

た
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
農
業
人
口

減
少
（
零
細
農
家
の
離
農
）
の
中
で
の
生
産
拡
大
、
需
要
動
向
に
対
応
す
る
生
産
物
の
選
択
的
拡
大
が
必
要
と
さ
れ
（
３９
）
た
。
そ
れ
ら
は

農
業
基
本
法
や
柴
田
の
「
農
工
両
全
論
」
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
内
陸
工
業
開
発
が
産
業
構
造
高
度
化
と
と

も
に
、
地
域
格
差
是
正
を
目
標
と
し
て
い
た
点
も
同
様
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
企
業
進
出
が
東
京
近
接
地
域
に
多
く
、
格
差
是
正

の
目
標
が
達
成
し
が
た
い
と
い
う
認
識
も
同
じ
だ
っ
（
４０
）
た
の
で
あ
る
が
。

と
は
い
え
、
地
域
計
画
は
単
純
に
さ
き
の
長
期
計
画
を
地
域
割
り
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
長
期
計
画
策
定
か
ら
三
年
た
ち
、

そ
の
後
の
社
会
経
済
上
の
変
化
等
を
考
慮
に
入
れ
る
と
の
名
目
で
、
臨
海
開
発
、
内
陸
工
業
開
発
は
そ
の
規
模
を
大
き
く
拡
大
し
て

い
た
。
詳
細
は
省
く
が
表
�
や
�
に
み
る
よ
う
に
、
地
域
計
画
の
臨
海
埋
立
造
成
計
画
・
内
陸
工
業
開
発
計
画
は
、
考
え
方
も
造
成

面
積
も
千
葉
県
長
期
計
画
と
加
納
構
想
と
を
折
衷
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
、
新
国
際
空
港
問
題
と
第
二
次
総
合
五
か
年
計
画

友
納
が
、
第
一
次
五
か
年
計
画
を
二
年
目
で
打
ち
切
り
、
新
し
い
五
か
年
計
画
を
策
定
す
る
と
発
表
す
る
の
は
、
一
九
六
五
年
一

一
月
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
県
民
所
得
水
準
の
向
上
」「
産
業
間
格
差
、
地
域
所
得
格
差
の
是
正
」「
生
活
環
境
、
教
育
の
向

上
」
な
ど
の
目
標
を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
が
、
�
諸
施
策
立
案
の
基
礎
と
な
っ
た
県
の
人
口
推
移
、
経
済
見
通
し
な
ど
の
推
計
が

急
速
な
県
勢
の
発
展
で
大
き
く
変
わ
っ
た
、
�
五
か
年
計
画
や
そ
の
前
提
と
な
っ
た
長
期
計
画
は
、
県
勢
推
移
の
予
想
に
と
ど
ま
り

《論 説》
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ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
、「
明
る
く
豊
か
な
あ
す
の
郷
土
」
実
現
の
目
標
を
も
っ
と
明
ら
か
に
打
ち
出

し
た
い
、
と
友
納
は
新
計
画
策
定
の
意
義
を
語
っ
て
い
（
４１
）
る
。
�
は
、
現
在
の
傾
向
か
ら
未
来
を
予

測
す
る
の
で
は
な
く
、
望
ま
し
い
未
来
を
も
た
ら
す
に
は
今
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
よ
う
と
い
う
、

手
法
の
転
換
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
。

�
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
次
計
画
策
定
時
に
一
九
六
五
年
度
二
五
〇
万
人
と
想
定
さ
れ
た
県

人
口
は
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
の
国
勢
調
査
で
二
七
〇
万
人
を
越
え
、
四
四
九
億
円
程
度
と
考
え

ら
れ
た
県
財
政
規
模
は
、
五
三
〇
数
億
円
に
拡
大
し
（
４２
）
た
。
表
�
は
、
目
標
年
度
と
さ
れ
た
一
九
七

〇
年
の
推
定
人
口
、
財
政
規
模
予
測
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
次
計
画
に
よ
っ
て
数
値

が
大
き
く
上
方
修
正
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

こ
の
第
二
次
総
合
五
か
年
計
画
は
、
当
時
の
佐
藤
栄
作
内
閣
の
諸
政
策
と
密
接
に
結
び
つ
く
こ

と
に
な
っ
た
。
言
い
か
え
れ
ば
、
計
画
さ
れ
た
諸
施
策
の
、
中
央
の
公
共
事
業
に
対
す
る
依
存
度

が
、
に
わ
か
に
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
公
共
事
業
と
は
、
第
一
に
羽
田
空
港
の
飽
和
に
伴
う
新
国

際
空
港
の
建
設
で
あ
り
、
第
二
に
人
口
急
増
に
対
応
す
る
宅
地
開
発
で
あ
っ
た
。
後
者
に
つ
い
て

言
え
ば
、
一
九
六
六
年
一
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
千
葉
県
第
二
次
総
合
五
か
年
計
画
基
本
方
針

（
案
）』
は
、「
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
急
増
す
る
人
口
を
計
画
的
に
受

け
入
れ
る
た
め
、
臨
海
部
お
よ
び
内
陸
部
を
合
わ
せ
約
三
、
三
〇
〇
ha
の
大
規
模
住
宅
団
地
の
建

設
を
行
う
」
と
し
て
い
（
４３
）
た
。
こ
の
う
ち
内
陸
部
の
団
地
が
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
あ
る
。

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
基
本
構
想
は
一
九
六
六
年
五
月
九
日
に
公
表
さ
れ
（
４４
）
た
が
、
そ
の
ア
イ
デ

表� 千葉県総合５か年計画：第１次と第２次の比較

６０年現在

県 人 口

う ち 東 京

近接３地域

７０年 県

人口推計

う ち 東 京

近接３地域

６０年一般

会計歳入

７０ 年 一 般

会計歳入予測

第１次 ２３０．６万人 １０６．７万人 ３０３万人 １７５．３万人 ２１５億円 ７５７億円

第２次 同上 同上 ３４０万人 ２０９万人 同上 １，１０２億円

東京近接３地域とは、全７地域のうち東葛・葛南・千葉地域をいう
『千葉県総合５か年計画』（千葉県、１９６４年）５、１３頁、『千葉県第２次総合５か年計画』（千
葉県、１９６７年）７、８、１５頁より

高度成長期の自治体と計画
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ア
は
一
九
六
五
年
一
一
月
に
は
萌
芽
と
し
て
あ
っ
た
。
友
納
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
こ
の
発
案
者
は
当
時
の
土
木
部
計
画
課
長
宍
戸
卓

也
で
あ
り
、
友
納
の
胃
潰
瘍
手
術
後
熱
海
静
養
中
（
一
一
月
一
六
〜
一
八
日
）
に
提
出
さ
れ
た
彼
の
提
言
は
以
下
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
と
い
（
４５
）
う
。

昭
和
四
十
年
に
入
っ
て
首
都
圏
の
人
口
増
は
神
奈
川
県
か
ら
埼
玉
県
へ
の
流
入
が
限
界
と
な
り
千
葉
県
に
怒
濤
の
如
き
勢
い

で
溢
れ
て
き
て
い
る
。
当
時
の
千
葉
県
の
人
口
増
は
月
一
万
人
、
年
間
十
二
万
人
以
上
に
達
し
、
農
地
の
転
用
面
積
は
年
間
三

百
三
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
百
万
坪
）
以
上
に
及
ん
で
い
た
。
し
か
も
零
細
な
面
積
で
、
あ
ち
こ
ち
と
虫
食
い
状
態
で
ど
ん
ど

ん
転
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
東
京
を
中
心
と
し
て
放
射
線
状
に
延
び
て
い
る
常
磐
線
と
総
武
線
の
二
大
動
線
に
沿
っ
て
北
東
と
東
南
に
ち
ょ
う
ど

九
十
度
の
角
度
で
延
び
て
い
て
、
両
者
の
中
間
の
三
角
地
帯
の
大
部
分
は
鉄
道
が
な
い
た
め
に
ま
だ
処
女
地
帯
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
真
ん
中
に
新
東
京
国
際
空
港
が
出
来
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
三
角
地
帯
に
新
し
い
鉄
道
、
道

路
建
設
が
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
し
も
北
総
台
地
を
放
置
す
れ
ば
、
急
速
に
ス
プ
ロ
ー
ル
が
進
み
、
虫
食
い
式
の
乱
開
発
が
進
む
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
都
市

で
も
な
け
れ
ば
農
業
地
帯
で
も
な
い
無
計
画
地
帯
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
段
階
で
都
市
化
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
大
変
な
困
難

が
予
想
さ
れ
る
。
と
く
に
次
の
二
つ
の
こ
と
は
絶
対
に
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
は
、
空
港
周
辺
の
騒
音
地
帯
の
市
街

化
の
防
止
で
あ
る
。
…
…
も
う
一
つ
は
新
空
港
と
都
心
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
鉄
道
お
よ
び
道
路
用
地
の
確
保
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
命
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
東
西
に
細
長
い
大
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
建
設
し
、
そ
の
真
ん
中
に
空
港
へ
の
鉄
道
、
道
路
用
地

を
含
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
「
回
想
」
は
、
当
時
の
千
葉
県
の
人
口
急
増
状
況
を
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
が
、
二
点
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
は
全
て

《論 説》
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が
宍
戸
の
提
案
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
宍
戸
自
身
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
別
件
で
熱
海
に
相
談
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
実
は
こ

う
い
う
大
規
模
な
も
の
を
考
え
て
い
る
ん
だ
け
ど
や
ら
な
い
か
」
と
い
う
話
が
友
納
か
ら
あ
っ
（
４６
）
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、

計
画
人
口
三
〇
万
人
、
計
画
面
積
三
、
〇
〇
〇
ha
の
計
画
を
、
一
課
長
が
い
き
な
り
知
事
に
提
案
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、

友
納
の
発
案
を
宍
戸
始
め
計
画
課
（
一
九
六
六
年
一
月
よ
り
開
発
局
宅
地
開
発
準
備
室
、
四
月
よ
り
宅
地
開
発
部
）
が
具
体
化
し
て
い
っ

た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
友
納
と
宍
戸
が
話
を
し
た
時
点
で
は
、
新
空
港
の
建
設
地
は
未
定
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
関
係
閣
僚
会
議
で
、
富
里
・

八
街
地
区
が
新
空
港
建
設
地
に
内
定
し
た
の
は
一
一
月
一
八
日
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
友
納
は
急
遽
、
熱
海
で
の
静
養
を
切
り

上
げ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
富
里
・
八
街
地
区
に
は
移
転
対
象
と
な
る
一
、
五
〇
〇
戸
も
の
農
家
が
あ
り
、
有
力
候
補
地

と
さ
れ
た
一
九
六
三
年
末
か
ら
激
し
い
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
た
。
一
八
日
の
内
定
後
も
、
建
設
の
確
た
る
見
込
み
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
（
４７
）
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
空
港
が
出
来
よ
う
と
し
て
い
た
」「
新
し
い
鉄
道
、
道
路
建
設
が
予
想
」
な
ど
の
言
葉
は
、

発
案
段
階
の
も
の
で
な
く
、
も
っ
と
後
の
話
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

空
港
問
題
と
切
り
離
し
た
と
し
て
も
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
佐
藤
内
閣
の
政
策
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
。
友
納
は

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
基
本
構
想
の
公
表
に
際
し
て
、「
一
二
七
六
億
円
か
か
る
が
、
資
金
調
達
は
民
間
資
金
も
一
部
導
入
す
る
が
、
政�

府�

の�

宅�

地�

開�

発�

に�

対�

す�

る�

援�

助�

が�

強�

化�

さ�

れ�

て�

い�

る�

の
で
大
部
分
は
公
共
資
金
で
ま
か
な
え
る
と
思
う
」（
傍
点
引
用
者
）
と
語
っ
て
い

（
４８
）
た
。
こ
れ
は
佐
藤
内
閣
の
手
厚
い
住
宅
開
発
・
建
設
政
策
を
背
景
と
し
て
い
た
。
佐
藤
内
閣
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
は
「
社
会
開

発
」
で
あ
り
、
な
か
で
も
力
点
が
置
か
れ
た
の
は
、
社
会
政
策
と
し
て
の
住
宅
政
策
で
あ
っ
（
４９
）
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
第
二
次
総
合
五

か
年
計
画
で
も
、
各
論
第
三
章
は
「
社
会
開
発
の
推
進
」
と
題
さ
れ
、
第
一
次
計
画
の
第
五
章
「
社
会
福
祉
と
保
健
医
療
の
拡
充
お

よ
び
生
活
環
境
施
設
の
整
備
」
が
そ
の
第
二
節
以
下
に
取
り
込
ま
れ
る
一
方
で
、
第
一
節
に
「
都
市
の
整
備
と
住
宅
の
建
設
」
が
新

高度成長期の自治体と計画
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規
に
置
か
れ
、
よ
り
重
要
視
さ
れ
た
。（
表
�
参
照
）

新
国
際
空
港
建
設
問
題
に
話
を
戻
せ
ば
、
千
葉
県
は
富
里
・
八
街
地
区
で
の
広
汎
な
反
対
運
動
の
中
、
一
二
月
一
五
日
に
、
�
農

地
等
の
補
償
、
�
代
替
地
、
�
騒
音
対
策
、
�
職
業
転
換
対
策
の
具
体
案
を
示
す
よ
う
政
府
に
要
（
５０
）
請
し
、
一
九
六
六
年
一
月
末
に
は

四
原
則
に
基
づ
く
県
側
の
具
体
（
５１
）

策
を
政
府
あ
て
提
出
し
た
。
こ
れ
に
佐
藤
内
閣
か
ら
何
の
反
応
も
な
か
っ
た
た
め
、
友
納
は
一
九
六

六
年
二
月
二
八
日
県
議
会
で
、「
時
期
を
失
し
…
…
（
地
元
住
民
の
）
説
得
は
不
可
能
に
近
い
」「
事
態
の
推
移
を
慎
重
に
静
観
注
視

す
る
」
と
、
事
実
上
の
非
協
力
を
宣
（
５２
）
言
し
た
。

し
か
し
県
で
は
、
五
月
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
基
本
構
想
発
表
の
数
日
後
、「
新
国
際
空
港
設
置
に
よ
っ
て
生
じ
る
北
総
地
域
公
共

施
設
整
備
諸
事
業
」
の
大
綱
を
ま
と
め
（
５３
）
た
。
先
の
四
原
則
が
空
港
用
地
お
よ
び
周
辺
の
住
民
対
策
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
は
道

路
網
、
水
対
策
（
空
港
業
務
用
、
周
辺
住
宅
飲
料
水
、
下
水
）、
新
幹
線
を
含
む
鉄
道
網
な
ど
、
県
が
国
に
望
む
諸
事
業
を
内
容
と
し

て
い
た
。
非
協
力
宣
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
国
際
空
港
を
国
の
公
共
事
業
の
呼
び
水
と
し
、
遅
れ
て
い
た
北
総
地
域
の
開
発
に
利

用
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
九
六
六
年
三
月
の
県
議
会
に
お
け
る
友
納
の
答
（
５４
）
弁
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
総
合
五
か
年
計
画
は
、
七
月
頃
に
は
ま
と
め
、
九
月
の

補
正
予
算
で
第
一
年
度
分
を
計
上
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
六
月
二
二
日
佐
藤
首
相
か
ら
友
納
に
新
空
港
に
関
し
、

規
模
を
従
来
案
の
半
分
以
下
と
し
、
三
里
塚
の
御
料
牧
場
と
周
辺
の
県
有
地
を
中
心
に
、
民
有
地
に
か
か
る
面
積
を
極
力
圧
縮
し
て

建
設
す
る
方
針
の
説
明
と
、
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
（
５５
）
た
。
七
月
四
日
に
は
空
港
三
里
塚
設
置
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
前
に
地

元
住
民
対
策
、
公
共
施
設
等
に
つ
い
て
千
葉
県
側
の
要
請
を
全
面
的
に
了
承
す
る
旨
の
言
明
が
あ
っ
た
た
め
、
県
議
会
で
は
同
日

「
新
国
際
空
港
建
設
促
進
に
関
す
る
決
議
」
を
可
決
し
（
５６
）
た
。

こ
の
こ
ろ
に
は
、
第
二
次
計
画
の
策
定
作
業
も
相
当
進
ん
で
い
た
が
、
新
国
際
空
港
の
設
置
は
「
事
業
の
開
発
推
進
上
に
多
大
な

《論 説》
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影
響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
」
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
七
月
七
日
、
企
画
部
長
か
ら
各
部
課
長
あ
て
に
、
計
画
策
定
資
料
の
う
ち
変
更
を

要
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
七
月
末
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
要
請
が
な
さ
れ
（
５７
）
た
。
結
局
、
第
二
次
計
画
は
初
年
度
を
一
九
六
六
年
と
し
な

が
ら
、
発
表
は
遅
れ
一
九
六
七
年
二
月
に
な
る
の
で
あ
る
。

新
国
際
空
港
が
成
田
市
三
里
塚
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
国
の
公
共
事
業
費
に
よ
る
、
言
い
か
え
れ
ば
県
の
費
用
を

そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
、
北
総
開
発
の
夢
は
大
き
く
ふ
く
ら
む
こ
と
に
な
っ
た
。
発
表
さ
れ
た
第
二
次
計
画
の
最
終
章
、
つ
ま
り

各
論
第
五
章
は
「
新
国
際
空
港
の
建
設
と
北
総
開
発
」
と
題
さ
れ
、
わ
ず
か
二
頁
の
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
の
抜
（
５８
）
粋
は
当
時
の
県
が

一
九
七
三
年
度
末
に
完
成
予
定
の
空
港
に
ど
れ
だ
け
期
待
し
て
い
た
か
を
教
え
て
く
れ
る
。

北
総
地
帯
は
、
従
来
純
農
村
的
色
彩
が
強
く
経
済
発
展
の
遅
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、
空
港
の
建
設
を
契
機
と
し
て
産
業
・

経
済
・
交
通
・
文
化
等
各
般
に
わ
た
っ
て
大
き
な
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
第
一
は
交
通
体
系
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
。
鉄
道
は
都
心
と
の
間
に
高
速
電
車
の
運
行
が
予
定
さ
れ
、
道
路
に
つ
い
て

は
東
関
東
自
動
車
道
鹿
島
線
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
…
…

第
二
に
交
通
体
系
の
整
備
、
人
口
増
加
に
伴
う
住
宅
開
発
等
が
す
す
む
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
の
主
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

…
…
漸
次
収
益
性
の
高
い
都
市
近
郊
農
業
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。

第
三
に
立
地
条
件
の
改
善
に
よ
り
内
陸
工
業
の
開
発
が
促
進
さ
れ
る
。
…
…
空
港
関
連
業
種
を
中
心
と
す
る
企
業
の
立
地
が

予
想
さ
れ
る
。

第
四
に
交
通
体
系
の
整
備
が
す
す
む
に
つ
れ
、
空
港
、
成
田
山
新
勝
寺
を
中
心
と
し
水
郷
、
銚
子
、
九
十
九
里
等
に
拡
が
る

観
光
ル
ー
ト
の
飛
躍
的
な
開
発
が
促
進
さ
れ
る
。
…
…

第
二
次
計
画
は
当
然
に
、
こ
れ
ま
で
の
最
重
要
施
策
で
あ
る
湾
岸
開
発
に
も
言
及
し
て
い
た
。
工
業
用
地
の
造
成
に
つ
い
て
い
え

高度成長期の自治体と計画
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ば
、
過
去
一
五
年
間
に
三
、
四
八
〇
ha
の
土
地
を
造
成
し
た
が
、
う
ち
工
業
用
地
は
二
、
八
六
五
ha
で
あ
っ
た
。
計
画
期
間
中
に
着

工
中
を
含
め
、
三
、
四
三
一
ha
を
造
成
す
る
予
定
で
、
目
標
年
度
一
九
七
〇
年
に
は
全
部
で
四
、
七
〇
九
ha
の
造
成
を
完
了
す
る
が
、

そ
れ
は
臨
海
工
業
地
帯
造
成
計
画
面
積
八
、
〇
九
二
ha
（
一
九
八
五
年
）
の
五
八
・
二
％
に
当
た
る
、
と
記
さ
れ
て
い
（
５９
）
る
。

そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
工
業
化
路
線
の
延
長
で
あ
っ
た
が
、
葛
南
地
域
浦
安
地
区
に
住
宅
と
大
遊
園
地
が
、
千
葉
地
域
西
部
（
幕
張

検
見
川
地
先
）
に
大
規
模
住
宅
が
計
画
さ
れ
て
い
（
６０
）
た
こ
と
は
見
の
が
せ
な
い
。
後
者
は
「
社
会
開
発
の
推
進
」
の
章
で
も
「
臨
海

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
」
と
し
て
再
論
さ
れ
た
が
、「
千
葉
市
の
副
都
心
的
性
格
を
持
た
せ
る
よ
う
道
路
、
鉄
道
を
十
分
整
備
す
る
」、

「
計
画
期
間
内
に
お
い
て
は
、
先
行
的
に
実
施
さ
れ
る
臨
海
道
路
用
地
お
よ
び
鉄
道
用
地
等
公
用
地
造
成
と
合
わ
せ
一
部
住
宅
用
地

の
造
成
を
行
う
」
と
さ
れ
て
い
（
６１
）
た
。
つ
ま
り
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
自
体
よ
り
も
、
臨
海
道
路
用
地
・
鉄
道
用
地
造
成
が
優
先
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
千
葉
市
以
南
に
進
出
ず
み
の
、
企
業
の
要
望
に
こ
た
え
る
措
置
で
あ
っ
た
。
京
葉
工
業
地
帯
経
済
協
議
会
は
一
九
六
六
年

三
月
一
一
日
、「
千
葉
県
第
二
次
総
合
五
か
年
計
画
に
対
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て
」
を
提
出
、「
工
業
地
帯
の
造
成
」
の
項
で
「
浦

安
地
区
」、「
京
葉
港
」
周
辺
、「
幕
張
、
検
見
川
、
稲
毛
地
区
」
の
土
地
造
成
の
推
進
、
ほ
か
を
要
望
し
て
い
（
６２
）
た
。
こ
れ
は
そ
れ
ら

地
域
に
工
場
を
誘
致
せ
よ
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
湾
岸
鉄
道
・
湾
岸
道
路
建
設
促
進
の
視
点
か
ら
の
、
つ
ま
り
京
葉
臨

海
工
業
地
帯
と
外
と
の
物
流
を
重
視
し
た
要
請
で
あ
っ
た
。
県
が
、
鉄
道
・
道
路
用
地
以
外
の
用
途
に
十
分
な
配
慮
を
せ
ず
、
こ
の

要
望
に
応
じ
る
と
す
れ
ば
、
あ
と
で
広
大
な
埋
立
地
の
処
分
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
第
二
次
計
画
は
、
四
年
目
の
一
九
六
九
年
で
打
ち
切
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
新
計
画
の
初
年
度
を
一
九
七
〇
年
と
す
れ
ば

区
切
り
が
よ
い
と
い
う
も
の
で
、
実
勢
が
計
画
を
追
い
こ
し
た
と
か
、
財
政
難
で
実
行
不
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
点
で
、
二
、
三
年
程
度
で
打
ち
切
ら
れ
た
、
友
納
に
よ
る
他
の
三
つ
の
五
か
年
計
画
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ

《論 説》
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の
第
二
次
計
画
（
一
九
六
六
〜
一
九
六
九
年
）
の
下
で
最
も
順
調
に
計
画
が
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
ざ
な
ぎ
景
気
（
一

九
六
五
年
下
期
〜
一
九
七
〇
年
下
期
）
の
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
千
葉
県
新
長
期
計
画
と
第
三
次
総
合
五
か
年
計
画

一
九
六
七
年
四
月
一
五
日
の
統
一
地
方
選
挙
で
友
納
は
知
事
再
選
を
果
た
し
た
が
、
そ
の
八
月
に
は
千
葉
県
新
長
期
計
画
の
策
定

を
決
め
た
。
第
二
次
計
画
検
討
の
頃
か
ら
、
柴
田
時
代
の
長
期
計
画
の
時
代
遅
れ
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
再
選
を
機
に
内
容
の
一

新
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
年
半
も
の
検
討
の
末
、
一
九
六
九
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
新
長
期
計
（
６３
）
画
は
、
一
九
六
五
年
を
基
準
年

度
と
し
、
一
九
八
五
年
を
目
標
年
度
と
す
る
二
〇
年
計
画
で
あ
っ
た
。
目
標
年
度
だ
け
は
旧
長
期
計
画
と
か
わ
ら
な
い
。
一
九
七
五

年
を
中
間
年
度
に
設
定
し
て
い
る
の
は
、
一
九
六
八
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
『
昭
和
五
〇
年
の
千
葉
県
農
業
』
や
、
一
九
六
九
年
二

月
に
発
表
さ
れ
た
『
北
総
地
帯
開
発
計
画
』
が
一
九
七
五
年
を
目
標
年
度
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
新
長
期
計
画
に
採
り
入
れ
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。
地
域
区
分
は
こ
れ
ま
で
の
七
地
域
を
変
え
、
一
九
六
五
年
改
正
首
都
圏
整
備
法
、
一
九
六
八
年
策
定
第
二
次
首
都

圏
基
本
計
画
に
基
づ
く
�
近
郊
整
備
地
帯
と
、
�
北
総
地
域
、
�
南
総
地
域
、
に
大
き
く
三
区
分
し
、
各
々
を
更
に
小
区
分
し
て
合

計
一
四
地
域
と
し
た
。

新
計
画
で
は
、
目
標
年
度
一
九
八
五
年
に
お
け
る
千
葉
県
の
「
望
ま
し
い
姿
を
描
き
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
方
途
」
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
手
法
が
、
よ
り
強
調
さ
れ
た
。
二
〇
年
後
の
千
葉
県
の
望
ま
し
い
姿
と
し
て
は
、
お
お
よ
そ

�
工
業
に
つ
い
て

ａ
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
完
了
、
道
路
・
鉄
道
・
港
湾
等
の
整
備
と
あ
い
ま
ち
日
本
最
大
の
重
化

学
工
業
地
帯
が
実
現
す
る
。
ｂ
内
陸
工
業
や
機
械
金
属
等
の
都
市
型
工
業
が
、
京
葉
・
鹿
島
両
臨
海
工
業
地
帯
と
の
有
機
的
連

関
の
も
と
に
、
東
関
東
自
動
車
道
、
国
道
一
六
号
お
よ
び
五
一
号
沿
い
に
立
地
し
、
北
総
地
域
が
新
し
い
工
業
地
帯
と
な
る
。

高度成長期の自治体と計画
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�
流
通
に
つ
い
て

千
葉
港
（
千
葉
港
区
、
葛
南
港
区
）、
木
更

津
港
を
軸
に
、
道
路
、
鉄
道
等
の
整
備
と
あ
い
ま
っ
て
、
密
度
の

高
い
流
通
機
能
を
は
た
す
。

�
都
市
化
に
つ
い
て

ａ
近
郊
整
備
地
帯
で
は
既
成
都
市
の
再

開
発
、
都
市
的
機
能
を
整
備
し
た
大
規
模
団
地
の
建
設
が
推
進
さ

れ
る
。
と
く
に
千
葉
市
に
は
副
都
心
が
形
成
さ
れ
、
東
京
の
都
市

機
能
を
分
担
す
る
。
ｂ
外
周
部
で
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
都

市
の
開
発
、
整
備
が
進
め
ら
れ
る
。

�
農
業
に
つ
い
て

首
都
圏
で
の
生
鮮
食
料
品
の
供
給
県
と
し

て
、
立
地
の
有
利
性
を
生
か
し
、
園
芸
、
畜
産
等
生
産
性
の
高
い

近
郊
農
業
を
実
現
す
る
。

�
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

立
地
の
優
位
性
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
と
し
て
独
自
の
地

位
を
占
め
る
。

と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ

（
６４
）
た
。

工
業
地
帯
造
（
６５
）
成
に
つ
い
て
、
新
長
期
計
画
の
臨
海
埋
立
造
成
と
内
陸

工
業
開
発
の
計
画
面
積
を
ま
と
め
た
の
が
、
表
�
と
�
で
あ
る
。
臨
海

埋
立
造
成
全
体
で
一
万
四
、
一
一
四
ha
、
こ
れ
を
表
�
の
地
域
計
画
と

表� 新長期計画と内陸工業開発

千葉 東葛 印旛 香取 海匝 山武 長生 夷隅 君津 安房 計 単位

開発目標 １，１８５ １，６４９ ９１４ ４７６ ３３３ ４０２ ２２２ ４０．８ ６６０ ５８．２ ５，９４０ ha

割 合 １９．９５ ２７．７６ １５．４０ ８．０１ ５．６１ ６．７７ ３．７４ ０．６９ １１．１１ ０．９８ １００ ％

進 捗 率 ３４．３ ３４．２ ７．７ ４．５ １０．５ １７．７ ６ １８．１ ２．６ ０ ２０．３ ％

『千葉県新長期計画書』１３８頁

表� 新長期計画と臨海部埋立造成

造成面積
土 地 利 用 単位

工 業 商 業 住 宅 緑 地 港 湾 業 務 ha

葛 南 地 区 ３，４９６．４ １，１６１．６ ０ ９５９．５ ３７０．９ １６０．４ ８４４

千 葉 地 区 ４，９２７．１ ３，１４１．８ ３５．９ １，１０６．６ ９８．１ ２３８．８ ３０５．９

木更津地区 ５，６９０．７ ４，７９３ ０ ２８．５ １８８．９ ３６９．３ ３１１

計 １４，１１４．２ ９，０９６．４ ３５．９ ２，０９４．６ ６５７．９ ７６８．５ １，４６０．９

『千葉県新長期計画書』（千葉県、１９６９年）１３１頁より
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比
較
す
れ
ば
、
約
八
六
四
ha
、
六
・
五
％
強
の
増
加
で
あ
り
、
木
更
津
地
区
の
工
業
用
地
増
（
一
、
三
九
四
ha
、
四
一
％
増
）
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か
る
。
友
納
の
木
更
津
南
部
臨
海
開
発
方
針
は
需
要
に
応
じ
た
造
成
で
あ
っ
た
か
ら
、
好
況
で
進
出
希
望
の
企
業
が
あ

り
、
公
害
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
面
が
大
き
く
な
ら
な
い
限
り
は
、
木
更
津
地
区
の
埋
立
計
画
面
積
が
拡
大
し
た
。

内
陸
工
業
開
発
計
画
は
全
体
で
五
、
九
四
〇
ha
、
表
�
の
地
域
計
画
と
比
較
す
れ
ば
九
九
〇
ha
、
二
〇
％
の
増
加
で
あ
っ
た
。
一

九
六
四
年
か
ら
支
庁
が
設
置
さ
れ
、
デ
ー
タ
が
支
庁
別
に
な
っ
て
い
る
た
め
地
域
比
較
は
し
に
く
い
が
、
新
計
画
の
デ
ー
タ
か
ら
だ

け
で
も
印
旛
（
佐
倉
市
、
成
田
市
、
印
旛
郡
）
の
開
発
目
標
が
東
葛
（
習
志
野
市
、
船
橋
市
な
ど
葛
南
を
含
む
）、
千
葉
（
千
葉
市
、
市
原

市
、
八
千
代
市
な
ど
）
に
次
い
で
い
な
が
ら
、
進
捗
率
は
き
わ
め
て
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
印
旛
地
域
は
香
取
地
域
（
佐
原
市
、

香
取
郡
）
と
並
ん
で
、
新
国
際
空
港
設
置
に
と
も
な
う
関
連
工
場
の
進
出
が
、
こ�

れ�

か�

ら�

期
待
さ
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
安

房
夷
隅
地
域
の
内
陸
工
業
は
、
地
域
計
画
時
の
計
画
面
積
が
六
二
・
五
％
も
削
減
さ
れ
た
。
東
京
湾
横
断
橋
の
架
橋
、
鉄
道
道
路
の

整
備
が
開
発
の
条
件
と
さ
れ
、
そ
れ
で
も
地
理
的
条
件
の
制
約
に
よ
り
大
規
模
な
工
業
開
発
は
期
待
で
き
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
同
地
域
は
、
道
路
・
鉄
道
な
ど
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め
、
観
光
開
発
、
農
林
業
・
水
産
業
の
近
代
化
に
よ
っ
て
、
地

域
格
差
の
是
正
に
努
め
る
べ
き
地
域
と
さ
れ
（
６６
）
た
。

農
業
な
ど
第
一
次
産
業
と
第
二
次
、
第
三
次
産
業
と
の
所
得
格
差
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
新
長
期

計
画
お
よ
び
一
年
前
に
発
表
さ
れ
た
『
昭
和
五
〇
年
の
千
葉
県
農
業
』、
特
に
後
者
で
は
、
従
来
と
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ

た
。
一
〇
な
い
し
二
〇
年
後
の
望
ま
し
い
姿
、
つ
ま
り
首
都
圏
の
農
産
物
需
要
に
応
ず
る
安
定
し
た
供
給
県
、
が
出
発
点
と
な
り
、

生
産
可
能
性
と
障
害
の
除
去
が
主
題
と
さ
れ
（
６７
）
た
の
で
あ
る
。
機
械
化
な
ど
に
よ
る
生
産
性
向
上
、
需
要
に
応
じ
た
農
産
物
の
選
択
的

拡
大
の
方
針
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、「
安
定
供
給
」
が
目
標
と
な
る
こ
と
で
、
専
ら
生
産
の
持
続
が
重
視
さ
れ
、
所
得
格

差
は
兼
業
化
に
よ
る
農
外
収
入
で
補
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
農
家
世
帯
の
農
外
収
入
を
含
む

高度成長期の自治体と計画
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総
所
得
を
、
都
市
勤
労
者
一
世
帯
の
所
得
と
比
較
し
て
、
農
家
が
「
都
市
勤
労
者
を
上
回
る
所
得
の
伸
び
を
示
し
」
た
こ
と
が
強
調

さ
れ
（
６８
）
た
の
で
あ
る
。

中
央
政
府
の
レ
ベ
ル
で
は
、
佐
藤
首
相
は
、
生
産
者
米
価
を
め
ぐ
る
政
府
・
自
民
党
内
の
混
乱
を
問
題
視
す
る
程
度
で
、
農
政
に

は
殆
ど
関
心
を
示
さ
な
か
っ
（
６９
）

た
。
一
方
、
経
済
企
画
庁
の
『
経
済
白
書
』
は
零
細
兼
業
農
家
の
低
生
産
性
、
そ
れ
故
の
コ
ス
ト
増

（
機
械
化
な
ど
）
相
殺
の
不
能
、
農
産
物
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
指
摘
し
て
農
業
近
代
化
の
必
要
を
強
調
し
て
い
（
７０
）
た
。
し
か

し
、
自
由
主
義
社
会
で
所
有
権
と
職
業
選
択
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
離
農
や
農
地
売
却
を
強
制
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
地
価
が
高
騰
し
た
首
都
近
接
地
域
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
農
地
の
流
動
化
は
困
難
と
な
り
、
大
規
模
専
業
化
は
進
ま
な
い
。

千
葉
県
で
は
第
二
次
計
画
か
ら
、
兼
業
化
を
や
む
を
得
ざ
る
趨
勢
と
み
な
し
、
そ
れ
が
生
産
力
低
下
を
来
さ
な
い
よ
う
に
「
作
業

協
同
、
施
設
協
同
、
出
荷
協
同
の
い
わ
ゆ
る
『
三
協
運
動
』
を
中
心
に
し
た
協
業
の
促
進
に
努
め
」
る
、
と
い
う
方
（
７１
）
針
が
立
て
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
、
先
の
『
昭
和
五
〇
年
の
千
葉
県
農
業
』
の
手
法
が
支
庁
ご
と
に
適
用
さ
れ
、
各
支
庁
地
域
の
生
産
目
標
と
目
標
達

成
可
能
性
な
ど
が
検
討
さ
れ
（
７２
）
て
、
地
域
ご
と
の
き
め
細
か
な
施
策
が
構
想
さ
れ
て
い
た
。
兼
業
化
が
進
む
千
葉
県
の
現
実
の
下
で
は
、

農
業
近
代
化
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
よ
り
も
、
こ
の
や
り
方
が
お
そ
ら
く
は
適
合
的
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
工
業
化
し
た
千
葉
県
が
、
同
時
に

有
数
の
農
業
県
で
も
あ
り
続
け
た
理
由
の
一
つ
と
思
わ
れ
（
７３
）
る
。

新
長
期
計
画
が
千
葉
県
で
検
討
さ
れ
て
い
た
と
同
じ
頃
、
中
央
レ
ベ
ル
で
は
新
全
国
総
合
開
発
計
画
（
新
全
総
）
が
、
同
じ
く
一

九
八
五
年
を
目
標
年
度
と
し
て
策
定
中
で
あ
っ
た
。
新
全
総
は
千
葉
県
の
発
表
に
遅
れ
、
一
九
六
九
年
五
月
三
〇
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
る
が
、
新
長
期
計
画
の
上
位
計
画
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
同
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
新
全
総
と
の
「
斉
合
性
の
確
保
」
の
努

力
が
な
さ
れ
（
７４
）
た
。
千
葉
県
に
関
す
る
各
省
庁
の
国
土
利
用
、
開
発
・
保
全
に
関
す
る
施
策
の
検
討
が
な
さ
れ
、
中
央
依
存
の
傾
向
は

一
層
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
施
策
の
大
部
分
は
、
新
国
際
空
港
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
君
津
等
の
臨
海
性
工
業
基
地
、
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東
関
東
自
動
車
道
な
ど
、
千
葉
県
が
す
で
に
織
り
込
み
ず
み
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
九
十
九
里
開
発
構
想
は
例
外
で
あ
っ
た
。

九
十
九
里
開
発
構
想
に
は
二
種
類
あ
り
、
第
一
は
運
輸
省
港
湾
局
の
試
案
「
昭
和
六
〇
年
を
目
標
と
し
た
港
湾
整
備
の
方
向
」
に

よ
る
「
九
十
九
里
開
発
構
想
」、
第
二
は
経
済
企
画
庁
総
合
開
発
局
の
「
九
十
九
里
開
発
の
構
想
」
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
九
十
九

里
地
域
に
港
湾
を
設
置
し
、
工
業
用
地
を
造
成
す
べ
し
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
九
十
九
里
地
域
を
「
首
都
圏
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
地
域
と
し
て
開
発
」
す
べ
し
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
友
納
は
、
一
九
六
八
年
一
一
月
五
日
千
葉
県
総
合
開
発

審
議
会
に
「
本
県
の
と
る
べ
き
方
策
、
な
ら
び
に
新
長
期
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
か
否
か
」
を
諮
問
し
た
。
審
議
会
は
二
六
日
、
運

輸
省
港
湾
局
か
ら
「
九
十
九
里
は
比
較
的
効
率
よ
く
工
業
用
地
の
造
成
が
可
能
な
候
補
地
の
一
つ
」
だ
が
、「
数
年
先
に
議
論
す
べ

き
こ
と
で
あ
り
…
…
事
業
主
体
は
県
な
り
地
元
」
と
の
意
見
を
聴
取
し
た
。
そ
し
て
、
同
案
は
構
想
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
審
議
の
機

が
熟
し
て
い
な
い
、
新
長
期
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
で
な
い
と
の
結
論
を
だ
し
（
７５
）
た
。

一
方
、
後
者
は
国
土
計
画
を
と
り
ま
と
め
る
主
務
官
庁
の
案
で
あ
る
か
ら
、『
新
全
国
総
合
開
発
計
画
』「
第
二
部

地
方
別
総
合

開
発
の
基
本
構
想
」
の
「
第
四

首
都
圏
整
備
開
発
の
基
本
構
想
」
に
書
き
込
ま
れ
、「
九
十
九
里
海
岸
を
大
規
模
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
地
帯
」
と
し
て
整
備
、
関
連
施
設
と
し
て
房
総
縦
貫
道
路
、
関
東
一
周
観
光
道
路
を
建
設
、
ま
た
「
近
郊
部
に
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
地
帯
を
確
保
す
る
た
め
、
大
規
模
な
人
工
海
岸
お
よ
び
人
工
的
自
然
公
園
」
を
造
成
、
な
ど
と
い
う
構
想
が
描
か
れ
（
７６
）
た
。
そ

れ
に
応
じ
て
新
長
期
計
画
に
は
、「
北
総
地
域
」
観
光
開
発
に
つ
き

東
総
横
断
道
路
、
銚
子
公
園
道
路
、
九
十
九
里
海
岸
道
路
等
の
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め
…
…
九
十
九
里
沿
岸
の
特
色
を
生

か
し
た
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
の
整
備
を
積
極
的
に
図
る
も
の
と
す
る
。

と
、
ま
た
「
南
総
地
域
」
観
光
開
発
に
つ
き

広
域
観
光
ル
ー
ト
を
設
定
し
、
海
中
公
園
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
、
大
規
模
海
岸
プ
ー
ル
、
森
林
公
園
、
地
域
港
湾
等
の
施
設

高度成長期の自治体と計画

３１



や
観
光
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
造
成
を
図
り
、
多
様
性
に
富
ん
だ
観
光
施
設
、
都
市
施
設
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
、
首
都
圏
に

お
け
る
一
大
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
と
し
て
開
発
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

と
書
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
（
７７
）
た
。

新
長
期
計
画
を
受
け
て
、
一
九
七
〇
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
の
が
第
三
次
総
合
五
か
年
計
画
で
あ
る
。
こ
の
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
量
的
発
展
よ
り
質
的
充
実
」
で
あ
っ
た
。
友
納
は
一
九
七
〇
年
一
月
県
議
会
で
こ
れ
を
説
明
し
、
経
済
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
に
基

盤
整
備
が
対
応
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
に
立
ち
、
県
民
経
済
の
基
盤
で
あ
る
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
、
水
資
源
保
護
、
土
地
利
用

合
理
化
な
ど
の
基
盤
整
備
に
重
点
を
置
き
た
い
、
と
述
べ
て
い
（
７８
）
る
。

実
際
、
表
�
の
五
か
年
計
画
の
目
次
を
比
べ
て
み
れ
ば
、
第
二
次
計
画
で
産
業
振
興
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
順
で
あ
っ
た
も
の
が
、

第
三
次
計
画
で
は
逆
転
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
重
点
が
移
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
友
納
は
同
じ
説
明
で
、
公
害
防
止
や
交

通
安
全
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
目
次
で
の
位
置
は
ま
だ
経
済
開
発
の
後
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
量
よ
り
質
と
は
い

い
な
が
ら
、
量
的
拡
大
が
抑
制
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
臨
海
部
の
埋
立
造
成
は
一
九
八
五
年
目
標
の
全
体
計
画
が
一
万
五
、

一
七
八
ha
、
う
ち
工
業
用
地
が
一
万
一
二
四
ha
に
拡
大
、
そ
れ
を
目
標
年
度
一
九
七
四
年
ま
で
に
既
成
部
分
を
含
め
各
々
七
三
％
、

六
三
％
達
成
す
る
計
画
に
な
っ
て
お
り
、
内
陸
工
業
開
発
は
全
体
計
画
が
五
、
九
四
〇
ha
の
と
こ
ろ
、
同
じ
く
七
二
・
五
％
達
成
す

る
計
画
で
あ
っ
（
７９
）
た
。
友
納
は
九
十
九
里
工
業
化
構
想
に
も
未
練
を
残
し
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
三
月
の
県
議
会
で
は
、「
銚
子
地
区

に
特
定
の
工
場
が
進
出
し
た
い
」
と
申
し
出
て
お
り
、
鹿
島
開
発
が
進
ん
だ
影
響
が
東
総
地
区
に
お
よ
ん
で
い
る
の
で
、
県
の
総
合

開
発
審
議
会
に
も
う
一
度
ご
相
談
し
た
い
、
な
ど
と
述
べ
て
い
（
８０
）
る
。

観
光
開
発
で
は
、
内
房
地
域
に
人
工
砂
浜
、
防
波
堤
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
等
を
主
体
と
し
た
人
工
海
水
浴
地
帯
を
二
か
所
、
外
房

地
域
に
県
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
県
民
の
森
な
ど
、
九
十
九
里
地
域
に
一
三
三
ha
（
う
ち
埋
立
五
八
ha
）
も
の
観
光
施

《論 説》
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設
用
地
を
造
成
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。

農
業
に
つ
き
と
く
に
目
新
し
い
施
策
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
一
九
七
〇
年
は
コ
メ
余
り
、
食
管
赤
字
が
問
題
と
さ
れ
、
減
反
政
策

が
ま
さ
に
導
入
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
県
議
会
で
は
農
業
振
興
策
に
つ
き
質
問
が
相
次
い
だ
。
そ
の
た
め
友
納
は

三
月
の
県
議
会
で
、「
農
政
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
も
五
か
年
計
画
に
意
図
的
に
書
い
た
。
五
年
間
に
五
一
〇
億
円
を
投
じ
基
幹

農
家
の
農
業
所
得
を
一
〇
〇
万
円
弱
に
持
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
都
市
勤
労
世
帯
の
所
得
の
七
八
％
だ
が
、
農
外
収
入
も
あ
る
な
ど
と

答
（
８１
）
弁
し
て
、
投
入
資
金
の
大
き
さ
で
農
業
振
興
に
熱
意
を
み
せ
、
格
差
問
題
は
軽
く
扱
っ
て
い
た
。

四
、
友
納
三
選
、
第
四
次
五
ヵ
年
計
画
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク

一
九
七
一
年
四
月
に
は
統
一
地
方
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
自
民
党
千
葉
県
連
内
に
は
、
友
納
知
事
続
投
に
反
対
し
、
副
知

事
の
川
上
紀
一
を
推
す
衆
院
議
員
水
田
三
喜
男
、
川
島
正
次
郎
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
お
り
、
川
上
も
出
馬
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。
友
納

を
一
貫
し
て
支
え
た
菅
野
儀
作
は
、
一
九
六
七
年
一
一
月
参
議
院
補
選
に
出
馬
当
選
し
て
お
り
、
友
納
支
援
県
議
は
中
核
を
欠
く
状

態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
七
〇
年
一
〇
月
頃
に
は
自
民
党
（
公
認
・
推
薦
）
知
事
候
補
が
全
国
的
に
は
殆
ど
決
定
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千
葉
県
で
は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
一
月
九
日
に
川
島
が
急
逝
す
る
と
、
県
連
内
に
友
納
を

支
持
す
る
声
が
に
わ
か
に
高
ま
り
、
結
局
、
一
一
月
二
八
日
友
納
知
事
の
公
認
内
定
、
川
上
副
知
事
の
留
任
で
落
着
す
る
こ
と
に

な
っ
（
８２
）
た
。

自
民
党
候
補
者
が
友
納
で
一
本
化
さ
れ
れ
ば
、
保
守
王
国
千
葉
県
で
の
勝
利
は
む
ず
か
し
く
な
い
。
社
会
党
・
共
産
党
の
対
立
候

補
は
、
特
に
公
害
、
環
境
破
壊
を
取
り
上
げ
、
友
納
開
発
行
政
を
批
判
し
た
が
、
友
納
は
県
勢
の
「
発
展
の
過
程
で
生
じ
た
ひ
ず
み

の
是
正
を
は
か
り
真
に
豊
か
な
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
」
が
自
分
の
責
務
だ
と
し
、
改
め
て
支
持
を
訴
え
圧
勝
し
（
８３
）
た
。
し
か
し
、
友
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納
と
川
上
と
の
対
立
は
決
定
的
な
も
の
と
な
り
、
川
上
を
支
援
す
る
水
田
系
、
旧
川
島
系
な
ど
の
県
議
も
い
る
こ
と
か
ら
、
友
納
に

対
す
る
議
会
の
支
持
も
万
全
と
は
い
え
ず
、
県
庁
幹
部
も
友
納
派
と
川
上
派
に
分
か
れ
た
と
い
わ
れ
（
８４
）
た
。
友
納
県
政
に
も
か
げ
り
が

見
え
始
め
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
佐
藤
首
相
は
一
九
七
〇
年
一
二
月
二
日
、
県
選
出
の
千
葉
三
郎
衆
院
議
員
か
ら
知
事
公
認
の
経
緯
を
聞
き
、「
川
島
副
総

裁
が
生
き
て
居
た
ら
、
一
寸
問
題
だ
っ
た
ら
し
い
」
と
、
日
記
に
記
し
て
い
（
８５
）
る
。
国
際
空
港
と
い
う
重
要
問
題
を
抱
え
た
県
の
首
長

公
認
問
題
で
あ
る
か
ら
、
も
う
少
し
関
心
が
あ
っ
て
よ
さ
そ
う
に
思
え
る
が
、「
人
事
の
佐
藤
」
の
関
心
は
、
彼
の
地
元
山
口
県
を

除
け
ば
、
当
選
し
た
国
会
議
員
の
、
そ
れ
も
派
閥
領
袖
・
準
領
袖
ク
ラ
ス
と
、
官
僚
上
層
部
に
限
ら
れ
て
い
た
。
中
央
集
権
的
と
い

わ
れ
る
日
本
の
、
政
権
党
で
あ
っ
た
自
民
党
の
構
造
は
、
各
種
候
補
者
の
選
定
に
関
し
て
、
極
め
て
分
権
的
で
あ
っ
た
。

三
選
し
た
友
納
が
、
第
三
次
計
画
の
修
正
を
決
意
す
る
の
は
、
一
九
七
二
年
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
理
由
の
第
一
は
人
口
増
加

が
予
想
以
上
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
計
画
で
は
最
終
年
度
の
一
年
後
、
一
九
七
五
年
の
県
内
人
口
を
三
九
八
万
人
と
想
定
し
て
い
た

が
、
一
九
七
一
年
一
二
月
一
日
現
在
で
三
五
五
万
人
、
一
九
七
五
年
に
は
四
三
〇
万
人
以
上
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。「
人
口
が
三

万
人
ふ
え
る
と
高
校
、
中
学
各
一
校
と
小
学
校
三
校
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
上
下
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
な
ど
の
建
設
計
画
も
大
幅

に
修
正
す
る
必
要
が
出
て
く
る
」
と
、『
読
売
新
聞
』
千
葉
版
は
解
説
し
て
い
（
８６
）
る
。
第
二
は
財
政
難
で
あ
っ
た
。
一
九
七
一
年
八
月

の
金
・
ド
ル
交
換
の
停
止
、
い
わ
ゆ
る
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
景
気
停
滞
に
よ
っ
て
県
税
収
入
は
伸
び
悩
み
、
一
九
七
二
年
度
予

算
で
は
歳
入
総
額
に
占
め
る
起
債
の
割
合
が
七
・
一
％
、
前
年
比
二
・
二
五
倍
と
な
っ
（
８７
）
た
。
友
納
は
、
償
還
の
形
で
「
後
世
の
県
民

の
方
々
に
も
県
政
の
負
担
を
」
し
て
も
ら
う
、
一
九
七
一
〜
二
年
の
公
債
費
は
歳
出
予
算
の
四
〜
五
％
で
ま
だ
余
裕
が
あ
る
と
強
気

で
あ
っ
（
８８
）
た
が
、
財
政
の
硬
直
化
が
心
配
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
は
友
納
の
弁
に
よ
れ
ば
、「
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
県
民
の
要

請
」
が
非
常
に
強
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
三
次
計
画
に
計
上
し
た
環
境
保
全
関
係
事
業
計
画
「
三
百
何
十
億
」
で
は
足
ら
ず
、
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も
う
二
〇
〇
億
円
ほ
ど
を
下
水
道
そ
の
他
に
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
（
８９
）

た
。
ま
た
、
一
九
七
一
年
富
津
市
議
会
で
地
先
埋
立

地
へ
の
公
害
企
業
反
対
決
議
が
な
さ
れ
（
９０
）
た
よ
う
に
、
税
収
増
の
た
め
い
か
な
る
企
業
で
も
歓
迎
さ
れ
た
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
一
九
七
三
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
は
、「
環
境
の
保
全
と
暮
し
の
向
上
」
を
基

本
課
題
と
す
る
計
画
と
な
っ
た
。
計
画
書
の
構
成
も
、
表
�
に
み
る
よ
う
に
、
第
二
編
計
画
の
第
一
部
が
「
環
境
の
保
全
と
整
備
」、

第
二
部
が
「
県
民
生
活
の
充
実
」
で
、「
産
業
振
興
」
な
ど
は
第
四
部
に
下
が
っ
て
い
る
。

計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
人
口
増
加
を
前
提
に
す
る
の
で
な
く
、
増
加
の
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
が
は
か
ら
れ
て
、
計
画
人
口
は

目
標
年
度
一
九
七
七
年
に
四
六
六
万
六
、
〇
〇
〇
人
と
さ
れ
た
。
増
加
抑
制
の
手
段
と
し
て
は
、
県
が
計
画
・
造
成
し
て
い
る
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
工
期
繰
り
延
べ
、
海
浜
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
用
途
の
一
部
変
更
・
居
住
地
面
積
縮
小
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
公
団
や

民
間
に
よ
る
宅
地
開
発
に
つ
い
て
も
、
新
規
計
画
の
規
制
や
入
居
時
期
の
延
期
、
人
口
密
度
の
減
少
に
よ
る
良
好
な
居
住
環
境
の
確

保
な
ど
が
指
導
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
（
９１
）
た
。
し
か
し
、
県
の
先
行
投
資
に
よ
る
造
成
の
繰
り
延
べ
や
縮
小
が
、
県
の
金
利
負
担
増
加
を

意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

海
浜
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
用
途
一
部
変
更
と
は
幕
張
地
区
を
さ
し
、
従
来
の
全
面
的
な
住
宅
地
を
「
新
都
心
と
し
て
の
業
務
用
地
」

と
す
る
方
向
で
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
（
９２
）
た
。
友
納
は
、
幕
張
地
区
へ
の
県
庁
移
転
を
も
考
慮
し
、
県
庁
を
核
と
す
る
「
丸
の

内
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
匹
敵
す
る
新
都
心
」
を
一
九
六
六
年
秋
頃
か
ら
考
え
て
い
た
と
回
顧
し
て
い
（
９３
）
る
が
、
そ
の
た
め
の
埋
立
が

一
九
七
三
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

幕
張
地
区
を
含
む
臨
海
土
地
造
成
計
画
は
、
全
体
と
し
て
自
然
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
縮
小
さ
れ
、
第
三
次
計
画
の
一
万
五
、
一

七
八
ha
が
一
万
三
、
三
七
三
ha
へ
、
一
二
％
減
と
さ
れ
た
。
埋
立
計
画
の
縮
減
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
と
く
に
木
更
津
中
・
北

部
の
埋
立
地
造
成
は
、
全
国
的
な
見
地
に
立
っ
た
東
京
湾
の
新
し
い
位
置
づ
け
が
定
ま
る
ま
で
中
止
と
な
っ
た
。
富
津
地
区
に
つ
い
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て
は
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
立
地
の
中
止
が
明
記
さ
れ
（
９４
）

た
。

内
陸
工
業
開
発
も
縮
小
さ
れ
、
第
三
次
計
画
で
一
九
七
四
年
ま
で
の
五
年
間
に
二
、
四
〇
六
ha
、
既
成
地
と
合
わ
せ
四
、
三
〇
九

ha
を
造
成
す
る
予
定
が
、
一
九
七
七
年
ま
で
の
五
年
間
に
一
、
〇
三
五
ha
、
同
二
、
八
三
六
ha
の
造
成
と
さ
れ
た
。
企
業
の
誘
致
に

当
た
っ
て
は
、「
知
識
集
約
型
、
無
公
害
型
、
非
用
水
型
の
企
業
を
選
択
す
る
」
と
強
調
さ
れ
（
９５
）

た
の
で
あ
る
。

観
光
事
業
は
、
第
三
次
計
画
の
経
済
開
発
か
ら
、
基
盤
整
備
事
業
の
一
環
、
つ
ま
り
県
民
の
余
暇
対
策
、
良
好
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
へ
と
、
大
き
く
位
置
づ
け
を
変
え
た
。
九
十
九
里
地
域
な
ど
に
な
お
大
規
模
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
の
な
ご

り
、
九
〇
〇
ｍ
の
離
岸
堤
、
人
工
海
水
浴
場
は
あ
っ
た
が
、
内
房
地
区
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
案
な
ど
は
破
棄
さ
れ
（
９６
）
た
。

こ
の
よ
う
に
縮
小
さ
れ
た
案
で
は
あ
っ
た
が
、
第
四
次
計
画
は
財
政
的
に
「（
一
九
七
二
年
の
）
後
半
か
ら
景
気
の
回
復
が
見
え
始

め
国
の
予
算
も
社
会
資
本
整
備
の
た
め
公
共
投
資
の
大
幅
な
増
大
を
図
り
、
積
極
財
政
を
運
営
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
経

済
成
長
率
は
今
後
実
質
九
％
台
が
見
込
ま
れ
て
お
り
…
…
」
と
い
う
、
田
中
角
栄
内
閣
の
財
政
・
経
済
運
営
に
関
す
る
見
通
（
９７
）
し
を
前

提
に
し
て
い
た
。

六
月
に
こ
の
計
画
が
発
表
さ
れ
た
数
ヵ
月
後
、
一
〇
月
に
中
東
六
か
国
が
石
油
戦
略
を
発
動
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
お
こ
っ
て
、
日

本
で
は
「
狂
乱
物
価
」
が
そ
れ
に
続
き
、
不
況
の
中
の
物
価
高
つ
ま
り
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
状
態
と
な
っ
た
。
県
の
一
九
七
四
年

度
予
算
は
国
の
総
需
要
抑
制
策
に
し
ば
ら
れ
て
公
共
投
資
を
圧
縮
せ
ざ
る
を
え
ず
、
一
九
七
五
年
度
予
算
は
知
事
交
代
に
よ
る
骨
格

予
算
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
不
況
に
よ
る
法
人
事
業
税
の
減
収
の
た
め
、
新
規
事
業
は
抑
制
さ
れ
た
。
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画

の
実
行
は
不
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
経
済
の
大
変
動
に
よ
り
友
納
の
大
規
模
施
策
は
殆
ど
が
失
速
し
た
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
新
都
心
の
建
設
は
実
現
の
め

ど
が
立
た
ず
、
国
際
空
港
開
港
に
期
待
し
て
造
成
さ
れ
た
内
陸
工
業
団
地
（
野
毛
平
工
業
団
地
七
四
・
三
ha
、
工
業
用
地
五
八
・
八
ha
）
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は
一
九
七
二
年
か
ら
分
譲
が
開
始
さ
れ
た
が
買
い
手
は
空
港
関
連
企
業
と
は
限
ら
（
９８
）

ず
、
ま
た
周
知
の
反
対
運
動
に
よ
り
開
港
が
遅
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九
七
六
年
末
ま
で
三
分
の
一
が
売
れ
残
っ
て
い
（
９９
）
た
。
こ
れ
ら
は
県
財
政
の
重
荷
と
な
り
、
知
事
後
継
者
を
悩

ま
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

五
、
千
葉
県
の
総
合
計
画
を
め
ぐ
る
諸
問
題

む
す
び
に
か
え
て

計
画
行
政
は
「
行
政
機
関
の
達
成
目
標
や
そ
の
実
現
手
段
を
あ
ら
か
じ
め
計
画
と
し
て
策
定
し
、
そ
の
計
画
を
活
動
指
針
と
し
て

お
こ
な
わ
れ
る
行
政
」
な
ど
と
定
義
さ
れ
（
１００
）
る
。
し
か
し
、
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
も
、
指
針
通
り
に
活
動
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
ほ
ど

簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
例
を
友
納
の
一
九
六
九
年
千
葉
県
新
長
期
計
画
に
と
れ
ば
、
目
標
が
「『
豊
か
な
県
民
生
活
』
の
実
現
」、

そ
の
た
め
の
「
均
衡
と
調
和
の
と
れ
た
経
済
開
（
１０１
）
発
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
に
止
ま
る
限
り
、
反
対
の
声
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

施
策
が
具
体
的
に
、「
臨
海
装
置
型
工
業
の
造
成
」、「
新
東
京
国
際
空
港
設
置
に
伴
う
関
連
工
業
」
の
進
出
、「
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
造
（
１０２
）
成
」
と
な
る
と
、
話
は
別
に
な
る
。
第
一
に
そ
れ
ら
施
策
が
本
当
に
「
豊
か
な
県
民
生
活
」
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
解
釈
の

問
題
が
生
じ
、
仮
に
も
た
ら
す
と
し
て
も
、
そ
の
施
策
の
犠
牲
に
な
る
人
々
（
漁
業
権
を
放
棄
す
る
漁
民
、
農
地
を
手
放
す
農
民
）
を

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
そ
こ
か
ら
計
画
や
個
々
の
事
業
に
反
対
す
る
運
動
が
生
ま
れ
、
事
業
推
進
を
困
難
に
す
る

の
で
あ
る
。

高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
工
業
化＝

企
業
誘
致
が
雇
用
機
会
と
税
収
増
加
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
豊
か
な
生
活
に
直
結
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
ま
た
、
千
葉
県
の
東
京
隣
接
部
で
は
都
市
（
ス
プ
ロ
ー
ル
）
化
が
眼
前
の
現
象
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
反
対

や
抵
抗
は
多
く
の
場
合
、
少
数
者
の
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
運
動
は
、
成
田
空
港
反
対
運
動
の
よ
う
に
、
計
画
実
現
を
大
幅
に

遅
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
え
た
（
一
九
七
一
年
四
月
開
港
予
定
↓
一
九
七
八
年
五
月
）
の
で
あ
る
。
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反
対
運
動
を
別
に
し
て
も
、
計
画
達
成
が
む
ず
か
し
い
理
由
と
し
て
、
将
来
予
測
の
困
難
が
あ
る
。
予
期
し
な
い
不
景
気
は
、
県

財
政
に
深
刻
な
財
源
不
足
を
も
た
ら
す
。
特
に
県
レ
ベ
ル
の
事
業
は
、
中
央
の
公
共
事
業
や
補
助
金
に
依
存
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ

た
。
不
景
気
に
際
し
、
中
央
政
府
が
景
気
刺
激
よ
り
も
財
政
健
全
化
を
選
ん
で
公
共
事
業
を
抑
制
す
れ
ば
、
事
業
遂
行
は
不
可
能
に

な
る
。
人
口
増
減
な
ど
の
予
測
の
ず
れ
も
ま
た
、
計
画
を
狂
わ
せ
る
。
予
測
よ
り
人
口
増
が
多
け
れ
ば
、
住
宅
・
学
校
等
の
基
本
施

設
の
た
め
に
追
加
投
資
が
必
要
に
な
り
、
逆
に
少
な
け
れ
ば
、
造
成
し
た
宅
地
、
建
設
し
た
住
宅
等
が
売
れ
残
り
、
過
剰
投
資
が
非

難
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
将
来
予
測
の
ず
れ
は
、
い
か
に
緻
密
な
「
科
学
的
」
手
法
を
用
い
て
も
解
消
さ
れ
え
な
い
。
友
納
の
新
長
期
計
画
で

は
、「
数
値
の
算
出
に
あ
た
っ
て
は
、
計
量
経
済
学
的
手
法
な
ど
、
最
新
の
計
量
分
析
手
法
」
が
と
り
い
れ
ら
れ
た
が
、「
わ
が
国
の

社
会
・
経
済
体
制
お
よ
び
国
際
間
の
秩
序
に
…
…
大
幅
な
変
動
が
無
く
」「
安
定
し
た
成
長
が
持
続
」
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
っ
（
１０３
）
た
。

前
提
が
変
化
す
れ
ば
、
当
然
数
値
に
も
狂
い
が
生
じ
る
。
友
納
の
後
継
知
事
川
上
紀
一
は
一
九
八
〇
年
、
二
一
世
紀
を
展
望
す
る

『
千
葉
県
長
期
構
想
』
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
更
に
進
ん
で
、
人
口
・
住
宅
、
産
業
な
ど
八
つ
の
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、「
セ
ク

タ
ー
内
部
の
要
因
の
因
果
関
係
及
び
セ
ク
タ
ー
相
互
間
の
関
連
を
複
合
連
動
シ
ス
テ
ム
と
し
て
と
ら
え
た
」『
シ
ス
テ
ム
・
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
ス
千
葉
県
モ
デ
ル
』
を
、
千
数
百
万
円
の
予
算
を
か
け
て
、
東
京
工
業
大
学
の
研
究
室
等
と
共
同
開
発
さ
せ
（
１０４
）
た
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
に
よ
り
「
科
学
的
、
客
観
的
」
な
千
葉
県
の
将
来
像
を
予
測
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
予
測
は
、

経
済
成
長
率
が
四
・
八
％
の
前
提
（
一
九
七
九
年
大
平
正
芳
内
閣
「
新
経
済
社
会
七
ヶ
年
計
（
１０５
）

画
」
で
の
五
・
五
％
よ
り
内
輪
に
見
積
も
っ
た

も
の
と
い
う
）
よ
り
一
％
低
か
っ
た
こ
と
、
中
央
政
府
公
共
事
業
費
の
伸
び
率
毎
年
五
％
の
前
提
が
ゼ
ロ
・
シ
ー
リ
ン
グ
政
策
に
よ

り
〇
で
あ
っ
た
こ
と
、
合
計
特
殊
出
生
率
二
・
一
人
の
前
提
（
厚
生
省
の
デ
ー
タ
提
供
に
よ
る
）
が
実
際
に
は
一
・
七
人
に
な
っ
た
こ

（
１０６
）
と
な
ど
に
よ
り
外
れ
た
。
川
上
の
辞
任
後
知
事
と
な
っ
た
沼
田
武
は
、
僅
か
四
年
で
『
二
〇
〇
〇
年
の
千
葉
（
１０７
）
県
』
と
い
う
別
の
長
期

《論 説》
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的
推
計
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

将
来
予
測
の
困
難
は
行
政
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
が
、
行
政
機
関
の
場
合
、
計
画
や
事
業
遂
行
の
円
滑
な
修
正
を
妨
げ
る
要
因

が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
第
一
は
計
画
策
定
者
た
る
政
治
家
の
責
任
な
い
し
面
子
の
問
題
で
あ
り
、
第
二
は
事
業
が
担
当
部
局
の
予

算
と
権
限
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
三
は
事
業
の
受
益
者
（
実
施
企
業
、
受
益
地
域
住
民
）
と
の
関
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

事
業
の
中
止
（
縮
小
）
に
よ
っ
て
、
政
治
家
の
責
任
が
追
及
さ
れ
、
担
当
部
局
の
予
算
が
削
減
さ
れ
、
企
業
の
不
満
、
住
民
の
不
信

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

政
治
家
や
担
当
部
局
は
一
般
に
責
任
追
及
を
嫌
う
た
め
、
�
予
期
し
え
な
か
っ
た
状
況
の
変
化
（
景
気
、
中
央
の
政
策
変
更
）
を

理
由
に
責
任
を
免
れ
政
策
修
正
す
る
、
�
前
任
者
に
責
任
を
帰
し
政
策
転
換
す
る
、
�
政
策
目
標
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
に
装
い
つ

つ
内
容
を
変
え
る
、
�
問
題
（
不
良
資
産
な
ど
）
の
発
現
を
遅
ら
せ
先
送
り
す
る
、
と
い
っ
た
行
動
が
時
に
と
ら
れ
る
。

千
葉
県
で
は
�
は
一
九
七
五
年
以
降
の
知
事
交
代
期
に
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
の
縮
小
、
幕
張
・
検
見
川
地
先
埋
立
地
の
用

途
転
換
（
新
都
心
か
ら
学
園
都
市
へ
）、
内
陸
工
業
団
地
造
成
の
凍
（
１０８
）
結
と
い
う
形
で
な
さ
れ
た
。
同
じ
自
民
党
知
事
で
も
、
友
納
の

「
政
敵
」
川
上
が
知
事
に
な
っ
た
た
め
、
思
い
切
っ
た
政
策
転
換
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
逆
に
言
え
ば
、
多
選
知
事

で
県
議
会
や
行
政
内
部
の
チ
ェ
ッ
ク
が
利
か
な
け
れ
ば
、
合
理
性
を
無
視
し
た
計
画
が
続
行
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
�
は
、

友
納
県
政
で
は
、
農
業
と
他
産
業
の
所
得
格
差
是
正
と
い
う
目
標
が
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
（
農
業
従
事
者
と
他
産
業
従

事
者
の
所
得
格
差
是
正＝

自
立
農
家
育
成
か
ら
、
兼
業
の
農
外
収
入
も
農
業
従
事
者
所
得
に
算
入＝

将
来
見
通
し
の
な
い
農
業
予
算
拡
大
へ
）。

�
の
た
め
に
は
、
独
立
採
算
制
の
特
殊
法
人
や
公
営
企
業
が
利
用
さ
れ
た
。
借
入
金
は
多
く
と
も
、
そ
れ
ら
は
簿
価
主
義
で
土
地

な
ど
資
産
を
管
理
し
て
お
り
、
そ
の
値
上
が
り
益
を
見
込
め
ば
帳
尻
は
合
っ
た
の
で
あ
る
。
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
、
友
納
が
心
配
し
て

「
企
業
庁
は
大
丈
夫
か
」
と
尋
ね
た
の
に
対
し
、
当
時
の
庁
長
が
残
り
の
事
業
は
「
大
体
八
、
〇
〇
〇
億
か
ら
九
、
〇
〇
〇
億
あ
れ
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ば
」
で
き
る
、「
ま
だ
ま
だ
売
る
土
地
が
た
く
さ
ん
」
あ
り
「
そ
う
無
理
し
な
い
で
も
一
兆
円
は
必
ず
超
す
か
ら
、
ど
ん
な
に
や
っ

て
も
一
、
〇
〇
〇
億
円
残
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
、
友
納
を
安
心
さ
せ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
（
１０９
）
ド
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
地

価
の
右
肩
上
が
り
が
疑
わ
れ
て
お
ら
ず
、
問
題
の
隠
蔽
と
い
う
意
識
は
薄
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
土
地
神
話
」
が
弱
ま
る
に
つ
れ
て
、

隠
蔽
・
先
送
り
の
色
彩
は
強
ま
っ
て
い
く
。

ま
た
、
こ
れ
ら
特
殊
法
人
・
公
営
企
業
は
、
県
の
監
督
や
監
査
は
受
け
た
が
、
土
地
な
ど
の
先
行
取
得
の
た
め
、
あ
る
程
度
自
由

な
事
業
活
動
が
許
さ
れ
た
。
そ
れ
が
「
地
元
協
力
費
」
名
目
の
公
金
不
正
支
出
や
「
土
地
転
が
し
」
疑
惑
な
ど
を
内
容
と
す
る
、
企

業
庁
「
黒
い
霧
」
事
（
１１０
）
件
や
「
千
葉
県
版
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
」
と
呼
ば
れ
た
小
見
川
事
（
１１１
）
件
な
ど
の
、
不
祥
事
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

�
は
、
状
況
の
変
化
が
想
定
外
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
責
任
追
及
の
矛
先
が
鈍
る
た
め
、
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
こ
そ
が
実
は
計
画
行
政
の
最
大
の
問
題
と
も
い
え
る
。
一
般
に
、
県
の
総
合
計
画
は
各
種
領
域
の
事
業
を
網
羅
す
る
「
総
花
計

画
」
の
形
を
と
り
、
諸
事
業
に
優
先
順
位
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
計
画
は
議
案
で
も
、
予
算
で
も
、
条
例
で
も
な
い

か
ら
、
県
議
会
で
知
事
の
政
治
姿
勢
に
関
連
し
て
質
疑
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
審
議
・
議
決
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

内
容
が
総
花
的
に
「
夢
」
を
売
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
反
対
の
声
も
上
が
り
に
く
い
の
で
あ
る
。
高
度
成
長
期
に
は
、
中
央
の
公

共
事
業
に
便
乗
し
て
、
す
べ
て
の
事
業
を
計
画
に
従
い
実
施
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
計
画
事
業
の
上
方
修
正
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
県
税
収
入
も
ま
た
増
加
し
た
か
ら
、
大
き
な
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
計
画
の
前
提
（
経
済
成
長
の
持
続
）
が
変
化
し
、
財
源
不
足
か
ら
遂
行
で
き
な
い
事
業
が
生
じ
る
と
、
縮
小
す
べ
き

事
業
の
選
択
は
（
中
央
政
府
の
指
導
を
別
に
す
れ
ば
）、
理
念
に
基
づ
く
政
策
の
重
要
度
で
は
な
く
、
補
助
金
の
額
や
率
、
事
業
の
進

捗
度
と
い
っ
た
基
準
で
決
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
効
率
と
い
う
行
政
的
合
理
性
に
か
な
っ
た
選
択
で
あ
る
が
、

《論 説》

４０



そ
れ
と
政
治
的
正
当
性
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
政
治
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
を
集
約
・
調
整
し
、
政
策
に
優
先
順
位
を
付
け
、
失
敗

し
た
場
合
に
は
結
果
責
任
を
負
う
と
い
う
機
能
を
持
つ
。
計
画
行
政
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
よ
う
な
政
治
の
機
能
、
知
事
・
県
議
会
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
忘
れ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
千
葉
県
政
は
、
計
画
の
そ
の
よ
う
な
問
題
性
が
（
一
般
に
認
識

さ
れ
る
の
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
に
せ
よ
）
初
め
て
露
わ
に
な
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。

本
稿
執
筆
中
に
、
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
の
歴
史

通
史
編

近
現
代
三
』
千
葉
県
、
二
〇
〇
九
年
の
執
筆
を
依
頼

さ
れ
、
原
稿
の
一
部
を
流
用
し
た
た
め
、
県
史
の
記
述
と
重
複
が
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ご
容
赦
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ｂ
）「
佐
藤
内
閣
期
の
政
策
転
換
―
開
発
と
福
祉
を
中
心
に
―
」（
代
表：

福
永
文
夫
、
二
〇
〇

三
〜
五
年
）、
同
（
一
般
研
究
Ｃ
）「
司
法
の
政
治
学
―
そ
の
予
備
的
考
察
」（
代
表：

新
藤
宗
幸
、
二
〇
〇
六
〜
七
年
）、
同
（
一
般
研
究

Ｃ
）「
司
法
の
政
治
学
―
基
礎
研
究
」（
代
表：
新
藤
宗
幸
、
二
〇
〇
八
〜
一
〇
年
）
の
財
政
的
支
援
を
受
け
た
。

（
１
）

朝
日
新
聞
千
葉
支
局
『
追
跡
・
湾
岸
開
発
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年

一
〇
八
頁

な
ど
。

（
２
）

拙
稿
「
開
発
計
画
・
工
業
化
と
地
方
政
治
」
北
岡
・
御
厨
編
『
戦
争
・
復
興
・
発
展
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年

二
三
三
〜
四
頁
。

（
３
）
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
地
域
開
発
事
業
に
か
か
る
造
成
土
地
の
分
譲
方
式
、
進
出
企
業
に
対
す
る
負
担
金
納
入
お
よ
び
法
人
税
の
取
扱
い
に

つ
い
て
」『
千
葉
県
公
文
書
（
開
）
総
第
三
五
号

昭
和
四
〇
年
三
月
五
日
』（
千
葉
県
公
文
書
館
蔵
）。

（
４
）

実
際
、
特
定
の
施
設
が
公
共
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
た
場
合
、
県
は
そ
れ
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
相
当
分
を
寄
付
金
納
入
企
業
に
返
却
し
て
い

る
。
同
右
。

（
５
）

柴
田
等
『
三
寒
四
温
』
隣
人
社
、
一
九
六
五
年

七
〇
〜
二
頁
。
友
納
武
人
『
疾
風
怒
濤
』
社
会
保
険
新
報
社
、
一
九
八
一
年

二
頁
。
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（
６
）

宮
沢
弘
「
千
葉
県
開
発
公
社
の
設
立
に
際
し
て
」『
京
葉
』
第
五
号
（
調
査
・
研
究
編
）、
一
九
六
〇
年
五
月
九
日

二
四
〜
六
頁
。『
開
発
公
社

一
〇
年
の
歩
み
』
千
葉
県
開
発
公
社
、
一
九
七
〇
年

一
六
頁
。
御
厨
貴
・
飯
尾
潤
『
地
方
自
治
に
生
き
る

宮
沢
弘
回
顧
録
』
第
一
法
規
、
二

〇
〇
七
年

一
〇
五
〜
六
頁
。

（
７
）

千
葉
県
企
業
庁
「
座
談
会

企
業
庁
事
業
二
〇
年
を
振
り
返
っ
て
」『
企
業
庁
だ
よ
り
別
冊
』
一
九
八
〇
年
一
二
月

八
、
三
一
頁
。『
企
業
庁

三
〇
年

軌
跡
』
千
葉
県
企
業
庁
、
一
九
八
九
年

一
〇
五
頁
。

（
８
）

友
納
武
人
「
ま
え
が
き
」『
千
葉
県
総
合
五
か
年
計
画
』
千
葉
県
、
一
九
六
四
年
九
月
。

（
９
）
『
千
葉
県
長
期
計
画
書
』
千
葉
県
、
一
九
六
二
年
五
月
。
柴
田
前
掲
書

一
〇
一
〜
一
六
頁
。

（
１０
）
『
千
葉
県
知
事
選
挙
の
記
録
（
第
一
回
〜
第
一
三
回
）』
千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会
、
一
九
九
三
年
一
月

六
九
頁
。
た
だ
し
、「
道
路
、
水
、
住

宅
」
を
三
大
公
約
と
し
て
強
調
す
る
の
は
、
む
し
ろ
当
選
後
で
あ
る
。「
知
事
三
公
約
に
重
点
」『
千
葉
読
売
』
一
九
六
二
年
一
一
月
一
七
日
。

（
１１
）

前
掲
『
千
葉
県
知
事
選
挙
の
記
録
』
六
五
頁
。

（
１２
）

産
業
計
画
会
議
編
『
東
京
湾
二
億
坪
埋
立
に
つ
い
て
の
勧
告
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
五
九
年

六
〜
一
四
頁
。

（
１３
）

小
川
栄
一
『
あ
わ
て
な
さ
ん
な
―
小
川
栄
一
・
不
平
不
満
集
』
文
芸
春
秋
社
、
一
九
七
四
年

一
三
七
〜
四
一
頁
。

（
１４
）

宮
沢
弘
「
副
知
事
中
退
の
記

上
」『
地
方
自
治
』
一
八
八
号
、
一
九
六
三
年
八
月

二
三
頁
。
加
瀬
完
『
寒
流
暖
流
』
崙
書
房
、
一
九
八
二
年

四
七
〜
八
頁
。

（
１５
）

宮
沢
前
掲
論
稿

二
一
〜
二
頁
。
千
葉
県
企
業
庁
前
掲
座
談
会

一
二
頁
。

（
１６
）

前
掲
『
千
葉
県
長
期
計
画
書
』
四
頁
。

（
１７
）

産
業
計
画
会
議
編
前
掲
書

四
、
六
、
七
、
一
二
頁
。
ま
た
、
知
事
当
選
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
加
納
は
一
九
六
二
年
一
二
月
三
日
の
京
葉
地

帯
経
済
協
議
会
の
理
事
懇
談
会
に
お
い
て
、
県
を
越
え
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
必
要
と
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。『
京
葉
』

二
三
号

一
九
六
三
年
一
月
一
〇
日

四
五
、
四
九
、
五
〇
頁
。

（
１８
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
六
二
年
一
〇
月
招
集
）
第
三
号
（
一
一
月
一
〇
日
）、
二
二
〇
頁
。

（
１９
）
「
岐
路
に
立
つ
県
の
開
発
行
政
」『
千
葉
読
売
』
一
九
六
二
年
一
一
月
一
三
日
。
一
九
五
九
年
頃
に
は
埋
立
免
許
権
は
民
間
に
渡
さ
な
い
と
い
う

原
則
が
確
立
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
京
浜
工
業
地
帯
で
は
私
企
業
が
埋
立
権
を
持
ち
、
企
業
の
必
要
に
応
じ
て
逐
次
埋
め
立
て
た
た
め
、
歪
な
工
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業
地
帯
に
な
っ
た
の
が
、
逆
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
た
め
と
い
う
。
千
葉
県
企
業
庁
前
掲
座
談
会

一
二
〜
三
頁
。

（
２０
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
六
二
年
一
〇
月
招
集
）
第
四
号
（
一
月
一
二
日
）、
二
八
〇
頁
。

（
２１
）
「
総
合
開
発
計
画
に
着
手
」『
千
葉
日
報
』
一
九
六
二
年
一
二
月
一
日
。

（
２２
）

友
納
武
人
『
続
疾
風
怒
濤
』
千
葉
日
報
社
、
一
九
八
四
年

七
〇
頁
で
は
、
加
納
知
事
の
働
き
か
け
に
よ
り
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
の

三
知
事
を
中
心
に
、
東
京
湾
横
断
道
路
建
設
促
進
を
目
的
と
し
て
協
議
会
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
、
神

奈
川
県
経
済
調
査
会
の
主
催
に
よ
り
一
九
六
二
年
九
月
一
〇
日
に
三
都
県
知
事
（
こ
の
時
点
で
は
千
葉
県
知
事
は
柴
田
等
）、
横
浜
市
長
、
各
地
域

経
済
界
代
表
者
、
産
業
計
画
会
議
な
ど
各
種
団
体
代
表
者
が
参
加
し
て
、「
東
京
湾
地
域
の
総
合
開
発
に
関
す
る
研
究
懇
談
会
」
が
開
か
れ
、
こ
の

席
で
同
協
議
会
の
設
立
が
合
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
湾
総
合
開
発
協
議
会
『
創
立
五
周
年
の
歩
み
』
同
、
一
九
六
七
年

一
〜
三
頁
。
千

葉
県
史
料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
の
歴
史

通
史
編

近
現
代
三
』
千
葉
県
、
二
〇
〇
九
年

五
九
八
〜
六
〇
〇
頁
も
参
照
。

（
２３
）
「
東
京
湾
の
総
合
開
発

重
点
に
県
計
画
を
」『
千
葉
日
報
』
一
九
六
二
年
一
二
月
二
日
。

（
２４
）

千
葉
県
開
発
局
『
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
の
歩
み

第
一
編
』
同
、
一
九
六
八
年

八
九
〜
九
四
頁
。「
県
開
発
の
加
納
構
想
ま
と
ま
る
」『
千
葉

日
報
』
一
九
六
二
年
一
二
月
二
六
日
。

（
２５
）

千
葉
県
企
業
庁
前
掲
座
談
会

一
一
頁
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
編
集
部
編
『
戦
後
産
業
史
へ
の
証
言

二
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
七
年

八
二
〜

四
頁
。

（
２６
）
「
一
五
年
先
の
東
京
湾
図
」
産
業
計
画
会
議
編
前
掲
書
付
録
。

（
２７
）

一
九
六
三
年
当
時
の
状
況
・
予
想
は
、
県
議
会
で
の
友
納
の
答
弁
に
よ
り
（『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
六
三
年
九
月
招
集
）
第
二

号
（
九
月
二
六
日
）、
一
七
六
〜
七
、
二
〇
一
〜
三
頁
、
第
四
号
（
九
月
三
〇
日
）
三
五
八
〜
六
四
、
三
七
七
〜
三
八
二
頁
）、
実
績
は
、
千
葉
県

企
業
庁
『
千
葉
県
企
業
庁
事
業
の
あ
ゆ
み
』
同
、
一
九
九
六
年

七
二
〜
五
頁
に
よ
る
。

（
２８
）

友
納
前
掲
『
疾
風
怒
濤
』
一
二
三
〜
四
頁
。
江
戸
英
雄
『
三
井
と
歩
ん
だ
七
〇
年
』
朝
日
文
庫
、
一
九
九
四
年

一
八
九
〜
九
一
頁
。
千
葉
県

開
発
局
前
掲
書
一
一
六
、
一
一
九
〜
一
二
〇
、
一
五
三
〜
九
頁
。

（
２９
）
「
木
更
津
地
区
土
地
造
成
事
業
実
施
方
針
（
案
）
九
月
県
会
御
提
出
に
つ
い
て
御
願
い
」『
千
葉
県
公
文
書

国
本
総
第
三
二
号

昭
和
三
八
年

一
〇
月
一
日
』（
千
葉
県
公
文
書
館
蔵
）。
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（
３０
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
六
三
年
九
月
招
集
）
第
四
号
（
九
月
三
〇
日
）、
三
五
七
、
三
六
八
頁
。

（
３１
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
六
三
年
一
二
月
招
集
）
第
二
号
（
一
二
月
一
六
日
）、
二
三
八
〜
四
三
頁
。

（
３２
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
六
三
年
一
二
月
招
集
）
第
三
号
（
一
二
月
一
七
日
）、
二
六
四
〜
七
頁
。『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議

録
』（
一
九
六
四
年
二
月
招
集
）
第
三
号
（
三
月
九
日
）、
二
八
五
頁
、
も
参
照
。

（
３３
）

協
議
会
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿

二
四
二
〜
六
頁

参
照
。

（
３４
）
「
第
五
回
総
会
議
事
録
」『
京
葉
』
二
六
号
、
一
九
六
三
年
八
月
一
〇
日

五
三
〜
七
頁
。

（
３５
）

遺
徳
顕
彰
会
編
『
菅
野
儀
作
先
生
を
偲
ぶ
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
三
年

九
四
〜
六
頁
。

（
３６
）

千
葉
県
開
発
局
前
掲
書

九
七
〜
八
頁
。

（
３７
）
『
千
葉
県
地
域
計
画
』
千
葉
県
、
一
九
六
五
年
一
二
月

一
頁
。

（
３８
）

前
掲
『
千
葉
県
総
合
五
か
年
計
画
』
三
頁
。

（
３９
）

同
右

一
七
、
二
二
頁
。

（
４０
）

同
右

四
六
〜
七
頁
。
前
掲
『
千
葉
県
長
期
計
画
書
』
七
一
〜
四
頁
。

（
４１
）
「
新
五
ヵ
年
計
画
を
策
定
」『
千
葉
日
報
』
一
九
六
五
年
一
一
月
七
日
。

（
４２
）
『
千
葉
県
第
二
次
総
合
五
か
年
計
画
』
千
葉
県
、
一
九
六
七
年
二
月

七
〜
八
、
一
四
〜
五
頁
。

（
４３
）
『
千
葉
県
第
二
次
総
合
五
か
年
計
画
基
本
方
針
（
案
）』
千
葉
県
総
合
企
画
室
、
一
九
六
六
年
一
月

四
五
頁
。

（
４４
）
「
印
西
中
心
に
内
陸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」『
千
葉
日
報
』
一
九
六
六
年
五
月
一
〇
日
。

（
４５
）

友
納
前
掲
『
続
疾
風
怒
濤
』
六
〇
〜
一
頁
。

（
４６
）

千
葉
県
企
業
庁
前
掲
座
談
会

五
四
頁
。

（
４７
）

東
京
新
聞
千
葉
支
局
／
大
坪
景
章
編
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
成
田
空
港
』
東
京
新
聞
出
版
局
、
一
九
七
八
年

一
七
〜
三
〇
頁
。

（
４８
）

前
掲
「
印
西
中
心
に
内
陸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」。

（
４９
）

村
井
良
太
「
佐
藤
栄
作
と
『
社
会
開
発
』
論
」『
創
文
』
№
五
〇
九

二
〇
〇
八
年
六
月
。

（
５０
）
「
空
港
問
題
ヤ
マ
場
へ
」『
千
葉
日
報
』
一
九
六
五
年
一
二
月
一
五
日
、「『
四
条
件
』
煮
詰
め
る
」
同
一
六
日
。

《論 説》
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（
５１
）

県
は
一
月
段
階
で
は
公
表
を
避
け
た
が
、
四
月
末
に
内
容
を
リ
ー
ク
し
て
い
る
。『
千
葉
日
報
』
一
九
六
六
年
四
月
三
〇
日
。

（
５２
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
六
六
年
二
月
招
集
）
第
一
号
（
二
月
二
八
日
）、
一
七
〇
〜
一
頁
。

（
５３
）
「
国
が
や
る
べ
き
公
共
事
業
」『
千
葉
日
報
』
一
九
六
六
年
五
月
一
四
日
。

（
５４
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
六
六
年
二
月
招
集
）
第
二
号
（
三
月
一
一
日
）、
一
九
四
〜
五
頁
。

（
５５
）

友
納
前
掲
『
疾
風
怒
濤
』
二
〇
一
〜
三
頁
。
伊
藤
隆
監
修
『
佐
藤
栄
作
日
記

第
二
巻
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年

四
四
五
頁
。
そ
の
背

景
に
つ
い
て
は
、
東
京
新
聞
千
葉
支
局
／
大
坪
景
章
編
前
掲
書

三
二
〜
八
頁
。

（
５６
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
六
六
年
六
月
招
集
）
第
二
号
（
七
月
四
日
）、
二
二
七
〜
八
頁
。

（
５７
）
「
新
国
際
空
港
設
置
に
と
も
な
う
第
二
次
総
合
五
か
年
計
画
の
主
要
指
標
の
改
訂
に
つ
い
て
」（
一
九
六
六
年
七
月
六
日
起
案
、
七
月
七
日
企
画

部
長
発
、
各
部
課
長
宛
）『
千
葉
県
公
文
書
』（
千
葉
県
公
文
書
館
蔵
）。

（
５８
）

前
掲
『
千
葉
県
第
二
次
総
合
五
か
年
計
画
』
一
四
五
〜
六
頁
。

（
５９
）

同
右

六
五
頁
。

（
６０
）

同
右

六
五
〜
六
頁
。

（
６１
）

同
右

一
〇
六
〜
七
頁
。

（
６２
）
「
千
葉
県
第
二
次
総
合
五
か
年
計
画
に
対
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て
」（
一
九
六
六
年
三
月
一
一
日
付

友
納
知
事
宛

京
葉
工
業
地
帯
経
済
協

議
会
会
長
安
西
浩
）『
千
葉
県
公
文
書
』（
千
葉
県
公
文
書
館
蔵
）

（
６３
）
「
千
葉
県
新
長
期
計
画
策
定
経
過
の
概
要
」『
千
葉
県
新
長
期
計
画
書
』
千
葉
県
、
一
九
六
九
年
三
月

四
七
九
〜
八
一
頁
。

（
６４
）

前
掲
『
千
葉
県
新
長
期
計
画
書
』
一
四
〜
五
頁
。

（
６５
）

同
右

一
二
八
〜
一
四
三
頁
。

（
６６
）

同
右

五
六
〜
七
、
一
四
一
頁
。

（
６７
）
「
は
じ
め
に
」『
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
年
）
の
千
葉
県
農
業
』
千
葉
県
、
一
九
六
八
年
三
月
。
前
掲
『
千
葉
県
新
長
期
計
画
書
』
一
四
一
頁
。

（
６８
）

前
掲
『
千
葉
県
新
長
期
計
画
書
』
六
七
〜
八
頁
。

（
６９
）

前
掲
『
佐
藤
栄
作
日
記

第
二
巻
』
四
五
二
頁
、
伊
藤
隆
編
『
佐
藤
栄
作
日
記

第
三
巻
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年

一
〇
三
〜
四
、
三
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〇
五
、
三
〇
七
〜
一
一
、
三
一
四
〜
五
、
四
五
四
、
四
五
六
頁
、
伊
藤
隆
編
『
佐
藤
栄
作
日
記

第
四
巻
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年

一
〇

三
〜
四
、
三
二
一
〜
二
頁
。

（
７０
）

例
え
ば
、
経
済
企
画
庁
編
『
昭
和
四
四
年
版

経
済
白
書
』
同
、
一
九
六
九
年

一
七
四
〜
八
四
頁
。

（
７１
）

前
掲
『
千
葉
県
第
二
次
総
合
五
か
年
計
画
』
二
一
〜
六
頁
。

（
７２
）
『
地
域
農
業
振
興
計
画
』
千
葉
県
、
一
九
六
九
年
三
月
。

（
７３
）

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
こ
の
方
式
が
現
在
も
適
合
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。「
二
〇
〇
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
れ
ば
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
難
な
ど
に
よ
り
、
千
葉
県
で
も
面
積
に
し
て
一
七
、
〇
五
八
ha
（
全
国
五
位
）、
率
で
は
一
五
・
五
％
（
全
国
一
八
位
）
の
耕

作
放
棄
地
が
生
じ
て
い
る
。『
千
葉
県
の
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て
（
平
成
二
一
年
八
月
二
五
日
）
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
推
進
全
国
会
議
資

料
』http:／／w

w
w
.m
aff.go.jp／j／nousin／tikei／houkiti／h_zenkoku_kaigi／pdf／０２

.pdf

。

（
７４
）

前
掲
『
千
葉
県
新
長
期
計
画
書
』
二
頁
。

（
７５
）
「
千
葉
県
新
長
期
計
画
策
定
経
過
の
概
要
」「
�

九
十
九
里
工
業
開
発
構
想
に
つ
い
て
」
前
掲
『
千
葉
県
新
長
期
計
画
書
』
四
七
九
〜
八
一
、

四
八
七
〜
九
頁
。

（
７６
）

経
済
企
画
庁
編
『
新
全
国
総
合
開
発
計
画
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
六
九
年

五
八
頁
。

（
７７
）

前
掲
『
千
葉
県
新
長
期
計
画
書
』
五
六
〜
七
頁
。

（
７８
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
七
〇
年
一
月
招
集
）
第
二
号
（
一
月
一
四
日
）、
三
一
四
頁
。

（
７９
）
『
千
葉
県
第
三
次
総
合
五
か
年
計
画
』
千
葉
県
、
一
九
七
〇
年
六
月

一
〇
一
〜
二
頁
。

（
８０
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
七
〇
年
二
月
招
集
）
第
五
号
（
三
月
一
六
日
）、
七
五
〇
〜
一
頁
。

（
８１
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
七
〇
年
二
月
招
集
）
第
二
号
（
三
月
一
一
日
）、
四
〇
二
〜
三
頁
。

（
８２
）
『
自
由
民
主
党
千
葉
県
支
部
連
合
会
二
五
年
史
』
同
刊
行
委
員
会
、
一
九
七
二
年

四
五
二
頁
。
前
掲
『
菅
野
儀
作
先
生
を
偲
ぶ
』
一
〇
四
〜
六
頁
。

（
８３
）

前
掲
『
千
葉
県
知
事
選
挙
の
記
録
（
第
一
回
〜
第
一
三
回
）』
一
〇
一
、
一
一
二
〜
四
頁
。

（
８４
）

前
掲
『
自
由
民
主
党
千
葉
県
支
部
連
合
会
二
五
年
史
』
四
五
三
頁
。
石
毛
博
『
ち
ば
開
発
夜
話
』
千
葉
交
友
倶
楽
部
、
一
九
九
七
年

一
九
四

頁
。
前
掲
『
菅
野
儀
作
先
生
を
偲
ぶ
』
一
〇
六
頁
。

《論 説》
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（
８５
）

前
掲
『
佐
藤
栄
作
日
記

第
四
巻
』
二
一
六
頁
。

（
８６
）
『
千
葉
読
売
』
一
九
七
二
年
二
月
八
日
。

（
８７
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
七
二
年
二
月
招
集
）
第
二
号
（
三
月
一
三
日
）、
二
九
一
頁
。

（
８８
）

同
右

三
〇
七
頁
。

（
８９
）

同
右

三
〇
五
〜
六
頁
。

（
９０
）

一
九
七
一
年
一
〇
月
の
県
議
会
で
話
題
に
な
っ
た
（『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
七
一
年
九
月
招
集
）
第
二
号
（
一
〇
月
六
日
）、
六

六
四
頁
）
が
、
決
議
は
八
月
二
〇
日
で
ま
だ
富
津
町
議
会
。
九
月
一
日
か
ら
市
と
な
っ
た
。
木
更
津
市
議
会
も
一
〇
月
四
日
、「
も
ら
い
公
害
」
は

ご
免
と
、
富
津
開
発
反
対
決
議
を
し
て
い
る
。『
千
葉
日
報
』
一
九
七
一
年
八
月
二
一
日
、
九
月
一
日
、
一
〇
月
五
日
な
ど
。

（
９１
）
『
千
葉
県
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
』
千
葉
県
、
一
九
七
三
年
六
月

九
頁
。

（
９２
）

同
右

二
一
頁
。

（
９３
）

友
納
前
掲
『
続
疾
風
怒
濤
』
八
二
〜
三
頁
。

（
９４
）

前
掲
『
千
葉
県
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
』
二
一
頁
。

（
９５
）

同
右

三
〇
八
頁
。

（
９６
）

同
右

二
一
一
〜
二
五
頁
。

（
９７
）

同
右

三
四
頁
。

（
９８
）

友
納
は
「
羊
羹
屋
と
か
機
械
屋
と
か
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
入
れ
て
、
八
百
屋
み
た
い
な
団
地
を
造
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
」「
哲
学
が
な
い
」
と
批
判

的
で
あ
っ
た
が
、
資
金
繰
り
が
苦
し
く
選
択
の
余
地
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
千
葉
県
企
業
庁
前
掲
座
談
会

四
七
頁
。

（
９９
）

前
掲
『
千
葉
県
企
業
庁
事
業
の
あ
ゆ
み
』
二
六
五
〜
七
頁
。

（
１００
）

�
大
学
教
育
社
『
現
代
政
治
学
事
典
』
ブ
レ
ー
ン
出
版
、
一
九
九
一
年

二
三
一
頁
。

（
１０１
）

前
掲
『
千
葉
県
新
長
期
計
画
書
』
一
、
三
頁
。

（
１０２
）

同
右

一
四
〇
〜
一
頁
。

（
１０３
）

同
右

三
頁
。

高度成長期の自治体と計画
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（
１０４
）
『
千
葉
県
長
期
構
想
』
千
葉
県
企
画
部
企
画
課
、
一
九
八
〇
年
五
月

一
一
〜
二
、
一
〇
七
、
一
一
一
〜
二
頁
。『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議

録
』（
一
九
八
四
年
六
月
招
集
）
第
二
号
（
七
月
四
日
）、
一
三
八
頁
。

（
１０５
）
「
新
経
済
社
会
七
ヶ
年
計
画
」
に
つ
い
て
は
、http:／／w

w
w
.m
of.go.jp／kankou／hyou／g３６４

／３６４
_１３
.xls

を
参
照
。
な
お
、
こ
の
計
画
で
は

年
平
均
経
済
成
長
率
は
五
・
七
％
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

（
１０６
）
『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
八
四
年
六
月
招
集
）
第
二
号
（
七
月
四
日
）、
四
四
、
八
四
、
一
四
一
〜
二
頁
。

（
１０７
）
『
二
〇
〇
〇
年
の
千
葉
県
』
千
葉
県
企
画
部
企
画
課
、
一
九
八
五
年

（
１０８
）
『
千
葉
県
新
総
合
五
か
年
計
画
』
千
葉
県
企
画
部
企
画
課
、
一
九
七
六
年
九
月

三
〇
〜
一
、
二
七
九
、
二
八
三
〜
六
頁
。

（
１０９
）

前
掲
『
企
業
庁
三
〇
年

軌
跡
』
一
〇
六
頁
。

（
１１０
）
「
県
企
業
庁
の
黒
い
霧
�
総
括
�」『
京
葉
読
売
』
一
九
七
五
年
六
月
二
五
日
。『
千
葉
県
臨
時
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
七
五
年
六
月
招
集
）
全

（
六
月
一
〇
日
）
四
〜
六
、
八
〜
一
〇
頁
。

（
１１１
）
「
松
本
前
副
知
事
を
逮
捕
」「
捜
査
『
頂
上
』
へ
切
り
込
み
」『
千
葉
日
報
』
一
九
七
六
年
七
月
一
日
。『
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
七

六
年
六
月
招
集
）
第
二
号
（
七
月
六
日
）、
四
六
〜
八
、
六
五
〜
六
、
一
一
二
〜
四
、
一
三
〇
〜
一
頁
。
第
三
号
（
七
月
七
日
）
一
四
四
〜
六
、
一

七
一
〜
五
、
一
八
〇
、
一
八
四
〜
五
頁
。『
千
葉
県
臨
時
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
七
六
年
八
月
招
集
）
全
（
八
月
四
日
）、
四
〜
八
頁
。『
千
葉
県

定
例
県
議
会
会
議
録
』（
一
九
七
六
年
九
月
招
集
）
第
二
号
（
一
〇
月
五
日
）、
六
三
〜
五
、
七
九
〜
八
〇
、
九
九
、
一
一
五
頁
。
第
三
号
（
一
〇

月
六
日
）
一
七
二
〜
六
、
一
九
一
〜
二
頁
。
第
七
号
（
一
〇
月
一
六
日
）
五
五
〇
〜
六
頁
。
第
一
審
判
決
に
つ
い
て
は
「
最
後
ま
で
反
省
の
弁
な

し
」『
千
葉
日
報
』
一
九
七
八
年
五
月
二
五
日
。
控
訴
審
判
決
に
つ
い
て
は
「
千
葉
版
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

四
人
の
控
訴
を
棄
却
」『
千
葉
日
報
』

一
九
八
〇
年
六
月
二
〇
日
。

《論 説》
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